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積
雪
期
北
山
縦
走
に
憑
か
れ
て

阪
本
公
一

　

今
西
錦
司
さ
ん
の
影
響
を
受
け
た
の

か
、
還
暦
を
過
ぎ
て
か
ら
、
積
雪
期
の

ヤ
ブ
山
縦
走
に
魅
せ
ら
れ
て
し
ま
っ
た
。

一
〇
〇
〇
ｍ
に
も
み
た
な
い
低
山
な
が

ら
、
支
尾
根
が
複
雑
に
発
達
し
且
つ
見
通

し
が
き
き
に
く
い
樹
林
の
山
は
、
ル
ー

ト
・
フ
ァ
イ
ン
デ
ィ
ン
グ
が
大
変
難
し
い
。

そ
ん
な
ヤ
ブ
山
が
雪
に
埋
ま
っ
た
時
、
山

毛
欅
や
落
葉
樹
の
中
の
、
静
か
な
誰
の
ト

レ
ー
ス
も
な
い
雪
の
尾
根
を
歩
く
と
き
、

私
の
心
は
な
ぜ
か
躍
る
。
私
は
若
い
時
か

ら
、
東
北
マ
ダ
ギ
が
雪
山
を
自
由
に
飛
び

ま
わ
る
よ
う
な
、
そ
ん
な
山
登
り
を
し
た

い
と
憧
れ
て
き
た
。
先
鋭
的
な
高
度
な
ク

ラ
イ
ミ
ン
グ
を
す
る
人
た
ち
か
ら
す
れ

ば
、
な
ん
と
泥
臭
い
刺
激
の
な
い
山
歩
き

か
と
笑
わ
れ
る
か
も
知
れ
な
い
。し
か
し
、

地
図
を
見
な
が
ら
ど
の
よ
う
な
ル
ー
ト
が

面
白
い
だ
ろ
う
か
と
、
登
山
者
が
見
向
き

も
し
な
い
忘
れ
ら
れ
た
よ
う
な
積
雪
期
の

樹
林
の
山
の
縦
走
計
画
を
企
画
し
、
親
し

い
山
仲
間
と
テ
ン
ト
を
担
い
で
何
日
も
歩

き
ま
わ
る
山
行
は
私
に
は
実
に
楽
し
い
。

厳
し
い
厳
冬
期
の
劔
岳
や
穂
高
連
峰
の
縦

走
を
こ
な
せ
る
だ
け
の
体
力
も
登
攀
技
術

も
な
い
高
年
齢
者
の
私
に
は
、
自
分
の
実

力
に
見
合
っ
た
山
域
の
京
都
北
山
及
び
そ

の
周
辺
の
滋
賀
県
や
福
井
県
の
低
山
ヤ
ブ

山
に
、
自
分
自
身
で
企
画
す
る
独
創
性
の

あ
る
ユ
ニ
ー
ク
な
積
雪
期
登
山
を
再
発
見

出
来
た
こ
と
は
実
に
幸
せ
だ
。

　

積
雪
期
の
低
山
ヤ
ブ
山
縦
走
を
や
ろ
う

と
考
え
だ
し
た
の
は
、
故
土
倉
九
三
氏
の

追
悼
集
に
「
彼
と
私
と
の
足
跡
は
、
京
一

中
の
仲
間
で
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
な
い
。

奥
牧
野
か
ら
野
坂
岳
辺
に
か
け
て
の
、
豪

雪
の
山
群
に
も
及
ん
で
い
る
。」
と
書
か

れ
て
い
た
川
喜
田
二
郎
さ
ん
の
追
悼
文
に

遭
遇
し
た
の
が
き
っ
か
け
で
は
な
か
っ
た

か
と
思
う
。

　

野
坂
岳
か
ら
マ
キ
ノ
の
若
越
国
境
尾
根

や
京
都
北
山
の
積
雪
期
の
縦
走
に
つ
い
て

の
記
録
は
、
こ
れ
ま
で
私
は
目
に
し
た
こ

と
が
な
か
っ
た
。
近
隣
の
山
岳
会
に
問
い

合
わ
せ
て
み
た
が
、
日
帰
り
の
ラ
ッ
セ
ル

山
行
は
時
々
や
っ
て
い
る
が
、
積
雪
期
縦

走
の
記
録
は
ま
っ
た
く
な
い
と
の
回
答
ば

か
り
。
ヤ
ブ
山
縦
走
と
い
え
ど
も
、
積
雪

期
の
縦
走
と
な
る
と
四
〜
五
日
の
日
程
は

必
要
だ
。
折
角
の
休
暇
を
使
う
の
だ
っ
た

ら
、
北
ア
ル
プ
ス
や
南
ア
ル
プ
ス
の
迫
力

あ
る
山
歩
き
に
大
事
な
休
暇
を
使
い
た
い

と
誰
し
も
考
え
る
の
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
ま

で
誰
も
考
え
よ
う
と
も
し
な
か
っ
た
積
雪

期
の
北
山
や
若
越
国
境
の
縦
走
は
、
毎
日

が
日
曜
日
の
暇
の
あ
る
私
の
よ
う
な
年
寄

り
に
は
挑
戦
す
る
価
値
が
あ
る
ユ
ニ
ー
ク

な
山
行
で
は
な
か
ろ
う
か
と
思
い
い
た
っ

た
。
こ
れ
は
私
の
よ
う
な
年
寄
り
で
も
可
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能
な
さ
さ
や
か
な
一
つ
の
パ
イ
オ
ニ
ア
・
ワ
ー
ク
で

は
な
か
ろ
う
か
と
考
え
、
長
期
継
続
す
る
心
構
え
で

取
り
組
む
決
心
を
し
た
。

　

二
万
五
千
分
の
一
の
地
図
を
眺
め
て
、
実
働
三
〜

四
日
で
歩
け
る
楽
し
そ
う
な
尾
根
筋
を
探
し
て
み

て
、
自
分
な
り
の
縦
走
ラ
イ
ン
を
作
っ
て
み
る
。
入

山
や
下
山
の
時
の
交
通
の
便
を
調
べ
て
お
く
の
も
大

切
な
こ
と
だ
。
一
年
近
く
前
に
翌
冬
の
縦
走
計
画
を

企
画
し
、
ま
ず
一
緒
に
歩
い
て
く
れ
る
仲
間
を
捜
し

メ
ン
バ
ー
を
決
め
て
お
く
の
が
何
よ
り
も
重
要
な
こ

と
だ
。
低
山
と
は
い
え
、
一
人
で
ラ
ッ
セ
ル
し
な
が

ら
の
縦
走
は
極
め
て
困
難
。
湿
雪
の
ラ
ッ
セ
ル
に
は

三
人
は
欲
し
い
。

　

最
初
の
三
年
は
若
越
国
境
や
湖
北
の
ヤ
ブ
山
へ
の

縦
走
を
ぶ
っ
つ
け
本
番
で
出
か
け
た
が
、
支
尾
根
が

多
く
複
雑
な
尾
根
筋
を
間
違
っ
て
降
り
か
け
、
随
分

と
時
間
を
無
駄
に
す
る
失
敗
を
何
度
も
経
験
し
た
。

四
年
目
か
ら
は
無
雪
期
に
偵
察
に
出
か
け
、
迷
い
や

す
そ
う
な
箇
所
に
赤
布
テ
ー
プ
を
と
り
つ
け
る
こ
と

に
し
た
。
偵
察
を
実
施
し
始
め
て
か
ら
は
、
ほ
と
ん

ど
大
き
な
道
迷
い
も
な
く
積
雪
期
の
縦
走
が
非
常
に

ス
ム
ー
ス
に
や
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
無
雪
期
に
偵

察
山
行
と
し
て
歩
い
て
お
く
と
、
無
雪
期
と
積
雪
期

の
稜
線
の
変
化
を
知
る
こ
と
も
出
来
て
た
い
へ
ん
面

白
い
。
こ
の
ひ
ど
い
ブ
ッ
シ
ュ
の
箇
所
が
雪
で
埋

ま
っ
て
く
れ
る
か
し
ら
と
想
像
し
、
期
待
通
り
に
楽

に
歩
け
た
時
な
ど
は
実
に
嬉
し
い
。

　

冬
の
北
山
は
湿
雪
と
の
た
た
か
い
だ
。
重
い
湿
っ

た
雪
の
ラ
ッ
セ
ル
は
、
本
当
に
し
ん
ど
い
。
標
高
が

低
い
の
で
、
厳
冬
期
で
も
雨
が
降
る
こ
と
が
多
い
。

冬
山
用
テ
ン
ト
よ
り
、
フ
ラ
イ
の
つ
い
た
夏
山
テ
ン

ト
の
方
が
有
効
だ
。
し
か
し
、
チ
ャ
ッ
ク
で
開
閉
す

る
テ
ン
ト
は
、
雨
や
湿
雪
で
濡
れ
た
チ
ャ
ッ
ク
が
凍

結
し
て
開
閉
出
来
な
く
な
る
欠
点
が
あ
る
。

　

日
本
海
か
ら
の
季
節
風
を
ま
と
も
に
受
け
る
若
丹

国
境
尾
根
や
若
越
国
境
尾
根
は
、
早
朝
は
し
ば
し
ば

湿
雪
が
カ
リ
カ
リ
に
凍
結
す
る
。
六
本
爪
の
ア
イ
ゼ

ン
は
必
携
で
、
ワ
カ
ン
と
の
併
用
で
尾
根
筋
を
歩
く

時
が
し
ば
し
ば
だ
。

　

一
〇
〇
〇
ｍ
に
満
た
な
い
低
山
と
い
え
ど
も
、
吹

雪
や
雨
で
動
け
な
い
日
が
当
然
あ
る
。
実
働
四
日
の

コ
ー
ス
な
ら
予
備
日
は
二
日
は
み
て
お
く
必
要
が
あ

ろ
う
。
六
日
分
の
食
糧
を
担
ぐ
と
荷
物
は
二
〇
㎏
近

く
に
な
り
、
重
荷
を
か
つ
い
で
の
ラ
ッ
セ
ル
は
楽
で

は
な
い
。
年
寄
り
の
私
た
ち
に
は
体
力
維
持
が
、
最

も
大
き
な
課
題
で
あ
っ
た
。
各
自
、
荷
物
を
か
つ
い

で
の
自
主
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
で
体
調
管
理
を
行
っ
て
き

た
。

　

京
都
北
山
や
滋
賀
・
福
井
県
境
の
山
々
は
、
標
高

は
低
い
が
地
形
が
非
常
に
複
雑
だ
。
こ
の
数
年
相
棒

の
堀
内
さ
ん
が
Ｇ
Ｐ
Ｓ
を
使
い
出
し
、
偵
察
時
の
赤

布
テ
ー
プ
と
共
に
非
常
に
有
効
な
武
器
と
な
っ
た
。

若
越
国
境
や
京
都
北
山
の
積
雪
期
低
山
薮
山
ワ
カ
ン

縦
走
は
、
二
〇
〇
二
年
か
ら
始
め
た
が
、
幸
い
と
こ

れ
ま
で
の
山
行
は
、
一
度
の
敗
退
も
な
く
す
べ
て
計

画
通
り
縦
走
す
る
こ
と
が
出
来
た
。

　

鹿
や
カ
モ
シ
カ
に
遭
遇
す
る
こ
と
は
度
々
だ
が
、
縦

走
中
に
他
の
登
山
者
に
出
会
っ
た
こ
と
は
殆
ど
な
い
。

2009 年厳冬期若江国境尾根南部縦走
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京
都
北
山
地
図
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若越国境概念図
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（
一
）
二
〇
〇
二
年
二
月
九
日
〜
一
一
日
：

　

マ
キ
ノ
・
ス
キ
ー
場
―
粟
柄
峠
―
赤
坂
山
―
三
国

岳
―
乗
鞍
岳
―
敦
賀
国
際
ス
キ
ー
場
。

＊
メ
ン
バ
ー
：
（
Ｌ
）
阪
本
公
一
、
平
井
一
正
、
八

太
幸
行
、
佐
藤
典
子
、
西
岡
圭
子
、
能
田
直
子

（
二
）
二
〇
〇
三
年
一
月
一
一
日
〜
一
三
日
：

　

若
越
国
境
尾
根
縦
走
（
野
坂
岳
―
三
国
岳
―
赤
坂

山
―
粟
柄
峠
―
マ
キ
ノ
・
ス
キ
ー
場
）。

＊
メ
ン
バ
ー
：
（
Ｌ
）
阪
本
公
一
、
平
井
一
正
、
堀

内
潭
、
牛
田
一
成
、
朝
倉
英
子
、
佐
藤
典
子

（
三
）
二
〇
〇
四
年
三
月
五
日
〜
九
日
：

　

湖
北
中
央
部
ヤ
ブ
山
縦
走
（
マ
キ
ノ
・
ス
キ
ー
場

―
粟
柄
峠
―
寒
風
山
―
大
谷
山
―
大
御
影
山
―
三
重

嶽
―
武
奈
ヶ
嶽
―
角
川
）。

＊
メ
ン
バ
ー
：
（
Ｌ
）
阪
本
公
一
、
宮
川
清
明
、
堀

（
九
）
二
〇
一
〇
年
二
月
二
三
日
〜
二
五
日
：

　

京
都
北
山
中
央
部
縦
走
（
広
河
原
―
佐
々
里
峠

―
品
谷
山
（880.7m

）
―P

872

―P
772

―
八
丁
出

合
橋
―
佐
々
里
ス
キ
ー
場
跡
―
奥
八
丁
山
（752m

）

―P
731

―
鴨
瀬
谷
山
（765.5m

）
―
男
鹿
山
―
深

見
ト
ン
ネ
ル
南
口
）。

＊
メ
ン
バ
ー
：
（
Ｌ
）
阪
本
公
一
、
堀
内
潭
、
岡
部

光
彦

　

積
雪
期
の
北
山
は
非
常
に
迷
い
や
す
く
、
或
る
意

味
で
は
標
高
の
高
い
北
ア
ル
プ
ス
の
積
雪
期
縦
走
よ

り
難
し
い
。
低
山
の
積
雪
期
の
樹
林
の
山
旅
の
勘
を

や
し
な
い
、
的
確
な
る
判
断
力
と
体
力
を
つ
け
る
た

め
に
、
二
〜
三
日
の
積
雪
期
の
登
山
を
反
復
し
て
行

い
、
実
働
四
日
、
予
備
二
日
の
縦
走
を
こ
な
せ
る
訓

練
山
行
に
つ
と
め
た
。

（
ａ
）
二
〇
〇
一
年
三
月
三
日
〜
四
日
：

　

石
田
川
ダ
ム
―P

812m
 

東
尾
根
―P

812m

―

P
674m

―
三
重
嶽
（974.1m

）
―P

812m

―
石
田

川
ダ
ム
。

＊
メ
ン
バ
ー
：
（
Ｌ
）
阪
本
公
一
、
永
田
龍
、
河
村

皆
子
、
朝
倉
英
子
、
佐
藤
典
子

（
ｂ
）
二
〇
〇
一
年
三
月
一
〇
日
〜
一
一
日
：

　

大
見
村
―
尾
越
―
芦
火
荘
―
八
丁
平
―
峰
床
山
コ

ル
―
大
見
村
（
雪
深
く
峰
床
山
に
登
れ
ず
）。

＊
メ
ン
バ
ー
：
（
Ｌ
）
阪
本
公
一
、
石
崎
重
治

（
ｃ
）
二
〇
〇
二
年
二
月
二
三
日
〜
二
四
日
：

　

大
見
村
―
尾
越
―
芦
火
荘
―
伊
賀
谷
山

（900.7m

）
―
芦
火
荘
―
大
見
村
。

＊
メ
ン
バ
ー
：
（
Ｌ
）
阪
本
公
一
、
堀
内
潭
、
八
太

幸
行

（
ｄ
）
二
〇
〇
三
年
二
月
一
日
〜
二
日
：

　

百
井
―
ナ
ッ
チ
ョ
（
天
ヶ
森812.6m

）
―
大
見

内
潭

（
四
）
二
〇
〇
五
年
二
月
一
四
日
〜
一
八
日
：

　

由
良
川
分
水
嶺
縦
走
（
生
杉
―
若
走
路
谷
―
ク
チ

ク
ボ
峠
―
三
国
峠
―
地
蔵
峠
―
三
国
岳
―
小
野
村
割

岳
―
佐
々
里
峠
―
広
河
原
）。

＊
メ
ン
バ
ー
：
（
Ｌ
）
阪
本
公
一
、
堀
内
潭
、
山
田

睦
郎

（
五
）
二
〇
〇
六
年
二
月
二
一
日
〜
二
四
日
：

　

第
一
回
若
丹
国
境
尾
根
縦
走
（
生
杉
―
若
走
路
谷

―
ク
チ
ク
ボ
峠
―
三
国
峠
―
八
ヶ
峰
―
八
原
）。

＊
メ
ン
バ
ー
：
（
Ｌ
）
阪
本
公
一
、
堀
内
潭
、
山
田

睦
郎
、
八
木
昭
二

（
六
）
二
〇
〇
七
年
二
月
二
〇
日
〜
二
三
日
：

　

第
二
回
若
丹
国
境
尾
根
縦
走
（
八
原
―
八
ヶ
峰
―

頭
巾
山
―P

835m

―
福
居
）。

＊
メ
ン
バ
ー
：
（
Ｌ
）
阪
本
公
一
、
堀
内
潭
、
岡
部

光
彦

（
七
）
二
〇
〇
八
年
二
月
二
二
日
〜
二
五
日
：

　

北
山
最
深
部
ヤ
ブ
山
ワ
カ
ン
縦
走
（
広
河
原
―

佐
々
里
峠
―
品
谷
山
（880.7m

）
―
佐
々
里
―
ハ

ナ
ノ
木
段
山
（703.8m

）
―P

792m

―P
662m

―

知
見
口
）。

＊
メ
ン
バ
ー
：
（
Ｌ
）
阪
本
公
一
、
堀
内
潭
、
岡
部

光
彦

（
八
）
二
〇
〇
九
年
二
月
二
三
日
〜
二
六
日
：

　

若
江
国
境
尾
根
南
部
縦
走
（
生
杉
―
地
蔵
峠
―

三
国
峠
―P

709

―
お
に
ゅ
う
峠
―
根
来
坂
峠
―

百
里
ヶ
岳
（931.3m

）
―
木
地
山
峠
―
桜
谷
山

（824.5m

）
―
与
助
谷
山
（753.8m

）
―
若
狭
駒
ヶ

岳
（780.1m

）
―P

744

―
足
立
口
）。

＊
メ
ン
バ
ー
：
（
Ｌ
）
阪
本
公
一
、
掘
内
潭
、
岡
部

光
彦

新雪のラッセル（2008 年 2月北山最深部縦走）
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村
―
芦
火
荘
―
伊
賀
谷
山
（900.7m

）
―
大
見
。

＊
メ
ン
バ
ー
：
（
Ｌ
）
阪
本
公
一
、
宮
川
清
明
、
宮

川
ふ
み
江
、
八
太
幸
行
、
佐
藤
典
子
、
西
岡
圭
子

（
ｅ
）
二
〇
〇
三
年
二
月
二
二
日
〜
二
三
日
：

　

角
川
村
―
湖
北
武
奈
ヶ
嶽
（865m

）
―
三
重
嶽

（974.1m

）
―
湖
北
武
奈
ヶ
嶽
―
角
川
村
。

＊
メ
ン
バ
ー
：
（
Ｌ
）
阪
本
公
一
、
堀
内
潭
、
八
太

幸
行
、
中
西
博
己
、
朝
倉
英
子
、
佐
藤
典
子
、
前
川

真
貴
子

（
ｆ
）
二
〇
〇
三
年
三
月
二
一
日
〜
二
三
日
：

　

花
脊
峠
―
大
見
尾
根
―
大
見
村
―
尾
越
―
芦

火
荘
―
八
丁
平
―
峰
床
山
（970m
）
―P

838m

―P
796m

―P
799m

―
桑
谷
山
（924.9m
）
―

P
804m

―
能
見
口
。

＊
メ
ン
バ
ー
：
（
Ｌ
）
阪
本
公
一
、
堀
内
潭

（
ｇ
）
二
〇
〇
四
年
一
月
三
一
日
〜
二
月
一
日
：

　

大
見
村
―
小
野
谷
峠
―P

877m

―
小
野
谷
峠
―

大
見
村
―
尾
越
―
芦
火
荘
―
八
丁
平
―
オ
グ
ロ
坂
―

峰
床
山
（970m

）
―
芦
火
荘
―
大
見
村
。

＊
メ
ン
バ
ー
：
（
Ｌ
）
阪
本
公
一
、
堀
内
潭
、
石
崎

重
治
、
吉
田
利
明
、
山
崎
洋
介

（
ｈ
）
二
〇
〇
五
年
一
月
三
〇
日
〜
二
月
一
日
：

　

近
江
高
島
駅
―
朽
木
ス
キ
ー
場
―
蛇
谷
ヶ

峰
（901.7m

）
―
釣
瓶
岳
（1098m

）
―
武
奈
ヶ

岳
（1214m

）
―
八
雲
ヶ
原
―
金
糞
峠
―
比
良
岳

（1051m

）
―
蓬
莱
山
（1174.3m

）。

＊
メ
ン
バ
ー
：
（
Ｌ
）
阪
本
公
一
、
堀
内
潭
、
山
田

睦
郎

（
ｉ
）
二
〇
〇
六
年
二
月
一
日
〜
二
日
：

　

八
桝
橋
―P

715.6m

―P
682m

―
チ
セ
ロ
山

（871m

）
―
芦
火
荘
―
大
見
村
―
大
見
尾
根
―
花
脊

峠
。

＊
メ
ン
バ
ー
：
（
Ｌ
）
阪
本
公
一
、
宮
川
清
明
、
井

上
潤
、
堀
内
潭
、
山
田
睦
郎
、
岡
部
光
彦
、
鈴
木
正

典
、
河
村
方
孝

（
ｊ
）
二
〇
〇
七
年
一
月
三
〇
日
〜
三
一
日
：

　

花
脊
峠
―
大
見
尾
根
―
大
見
村
―
尾
越
―
芦
火
荘

―
大
見
村
―
小
野
谷
峠
―
八
桝
橋
。

＊
メ
ン
バ
ー
：
（
Ｌ
）
阪
本
公
一
、
嶋
岡
章
、
高
野

昭
吾
、
亀
井
清
太
郎
、
堀
内
潭
、
岡
部
光
彦
、
田
代

妙
子

（
ｋ
）
二
〇
〇
九
年
一
月
一
七
日
〜
一
八
日
：

　

坊
村
―
鎌
倉
山
（950.5m

）
―
芦
火
荘
―
小
野

谷
峠
―
小
野
谷
口
。

＊
メ
ン
バ
ー
：
（
Ｌ
）
阪
本
公
一
、
堀
内
潭
、
佐
藤

典
子
、
鈴
木
正
典
、
鈴
木
享
子
、
光
島
雅
美
、
田
中

貴（ｌ
）
二
〇
一
〇
年
一
月
二
三
日
〜
二
四
日
：

　

上
根
来
―P

647

―
桜
谷
山
（825m

）
―
木
地
山

峠
―
百
里
ヶ
岳
―
桜
谷
山
―P

647

―
上
根
来
）。

＊
メ
ン
バ
ー
：
（
Ｌ
）
阪
本
公
一
、
堀
内
潭
、
佐
藤

典
子
、
永
田
龍

　

今
西
錦
司
さ
ん
の
「
自
然
と
山
と
」
と
い
う
随
筆

の
中
に
あ
る
「
地
元
の
ヤ
ブ
ヤ
マ
」
と
い
う
章
に
、

次
の
よ
う
な
名
文
が
あ
る
。

「
地
元
の
ヤ
ブ
山
く
ら
い
は
、
な
ん
の
雑
作
も
な
く

歩
け
る
の
で
な
く
て
は
、
お
か
し
い
は
ず
だ
が
、
ま

だ
な
か
な
か
そ
う
は
ゆ
か
な
い
。
精
通
し
て
い
な
い

証
拠
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
に
し
て
も
、
ヒ
マ
ラ
ヤ
の
山

で
さ
え
こ
の
ご
ろ
は
、
た
い
て
い
一
度
で
成
功
し
て

い
る
の
に
、
一
度
で
成
功
で
き
る
と
は
か
ぎ
ら
な
い

山
登
り
が
、
こ
ん
な
標
高
の
低
い
地
元
の
山
に
あ
る

な
ん
て
、
な
ん
と
い
う
お
か
し
な
、
ま
た
考
え
よ
う

に
よ
っ
て
は
、
な
ん
と
恵
ま
れ
た
こ
と
だ
ろ
う
。
こ

れ
で
は
い
く
つ
に
な
っ
て
も
、
山
登
り
か
ら
足
が
洗

え
そ
う
に
な
い
。」

　

今
西
さ
ん
の
文
章
に
触
発
さ
れ
て
、
低
山
ヤ
ブ
山

の
積
雪
期
ラ
ッ
セ
ル
縦
走
を
始
め
た
が
、「
よ
う
、

あ
ん
な
低
い
薮
山
へ
四
日
も
五
日
も
か
け
て
ラ
ッ
セ

ル
に
行
き
ま
す
ね
！
」
と
笑
わ
れ
る
こ
と
が
多
い
。

し
か
し
、
地
図
を
見
な
が
ら
自
分
で
ル
ー
ト
を
企
画

し
て
、
誰
も
行
こ
う
と
も
し
な
い
、
誰
の
ト
レ
ー
ス

も
な
い
、
積
雪
期
の
静
か
な
忘
れ
ら
れ
た
樹
林
の
ヤ

ブ
山
を
ワ
カ
ン
で
縦
走
す
る
楽
し
さ
は
、
私
に
と
っ

て
は
ヒ
マ
ラ
ヤ
や
ア
ン
デ
ス
の
山
旅
に
も
劣
ら
な
い

醍
醐
味
で
あ
る
。
北
山
周
辺
の
積
雪
期
縦
走
は
、
年

寄
り
の
私
に
で
も
出
来
る
さ
さ
や
か
な
パ
イ
オ
ニ
ー

ア
・
ワ
ー
ク
で
は
な
か
ろ
う
か
と
、
地
図
を
眺
め
な

が
ら
夢
を
暖
め
て
い
る
。
今
西
さ
ん
の
言
葉
で
は
な

い
が
、
こ
の
お
も
し
ろ
さ
は
足
腰
が
立
た
な
く
な
る

ま
で
止
め
ら
れ
そ
う
に
な
い
。
こ
ん
な
地
味
で
、
泥

臭
く
、
し
ん
ど
い
山
旅
に
つ
き
あ
っ
て
く
れ
る
山
仲

間
に
、
心
よ
り
感
謝
し
た
い
。

シ
ー
ハ
イ
ル

安
田
隆
彦

シ
ー
ハ
イ
ル

　

年
を
と
っ
た
ら
ス
キ
ー
は
し
な
い
方
が
い
い
と
決

め
て
い
た
。
先
年
、
平
井
ポ
コ
兄
が
妙
高
外
輪
で
経

験
し
た
事
柄
か
ら
の
教
訓
で
す
。
し
か
し
三
年
間
日

本
を
留
守
し
て
い
る
間
に
、
関
東
Ａ
Ａ
Ｃ
Ｋ
兼
笹
ヶ

峰
会
メ
ン
バ
ー
の
始
め
た
「
雲
南
懇
話
会
」
の
お
か
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げ
で
す
っ
か
り
事
情
が
変
わ
っ
て
し
ま
っ
た
。
雲
南

懇
が
一
般
の
方
の
参
加
を
含
め
て
い
つ
も
一
〇
〇
名

を
超
え
る
講
演
会
と
し
て
、
二
〇
〇
五
年
か
ら
継
続

的
に
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
に
先
ず
は
驚
嘆
し
た
。
こ

の
会
は
、
中
国
雲
南
省
・
チ
ベ
ッ
ト
自
治
区
そ
し
て

ヒ
マ
ラ
ヤ
を
中
心
に
東
西
南
北
広
大
な
辺
境
地
域
を

対
象
に
、
多
分
野
に
渡
る
、
ハ
イ
レ
ベ
ル
の
情
報
を

発
信
し
続
け
て
い
る
。
最
近
の
Ａ
Ａ
Ｃ
Ｋ
活
動
の
中

で
は
き
わ
め
て
秀
逸
な
、
存
在
感
の
あ
る
社
会
貢
献

と
思
う
。

　

そ
の
会
の
帰
り
道
、
泉
谷
イ
ッ
セ
キ
か
ら
崑
崙
山

脈
の
未
踏
峰
成
功
の
報
を
聞
き
感
動
を
受
け
る
。
登

り
や
す
い
山
も
あ
る
と
の
こ
と
で
、
若
し
か
し
て
自

分
も
可
能
か
も
と
、
秘
か
に
体
の
準
備
を
し
て
い
た

ら
、
幸
運
に
も
二
〇
〇
九
年
安
仁
屋
隊
へ
の
参
加
を

許
さ
れ
た
。
そ
の
事
前
山
行
に
山
ス
キ
ー
も
一
回
含

ま
れ
て
い
た
の
で
、
や
む
な
く
ス
キ
ー
道
具
一
式
を

新
調
し
た
。
今
シ
ー
ズ
ン
に
な
っ
て
ゲ
レ
ン
デ
ス

キ
ー
に
出
か
け
た
と
こ
ろ
、
び
っ
く
り
す
る
こ
と
ば

か
り
。
先
ず
は
ス
キ
ー
場
が
新
幹
線
の
お
か
げ
で
東

京
か
ら
極
め
て
近
く
な
っ
て
い
た
。
ガ
ー
ラ
湯
沢
な

ど
、
寒
波
の
来
た
日
を
見
計
ら
っ
て
朝
一
番
で
川
崎

市
の
家
を
出
れ
ば
、
八
時
半
に
は
新
雪
の
ゲ
レ
ン
デ

に
立
て
る
。
ス
キ
ー
場
が
空
い
て
い
る
の
で
ど
こ
も

リ
フ
ト
を
待
た
ず
に
、
好
き
な
だ
け
滑
れ
る
。
ゴ
ン

ド
ラ
も
多
く
、
長
距
離
そ
し
て
高
度
を
一
気
に
上
げ

て
く
れ
る
。
宿
は
二
食
付
で
平
均
七
千
円
、
自
宅
で

作
っ
て
も
四
千
円
以
上
は
す
る
ご
馳
走
が
腹
一
杯
食

べ
ら
れ
、
し
か
も
設
備
は
き
れ
い
で
快
適
。
圧
巻
は

越
後
湯
沢
に
あ
る「
か
ぐ
ら
ス
キ
ー
場
」の
林
間
コ
ー

ス
。
高
速
リ
フ
ト
脇
の
ひ
と
山
を
林
間
ス
キ
ー
用
に

開
放
さ
れ
て
い
る
の
で
、
新
雪
が
降
っ
た
と
き
な
ど

は
、
一
日
中
新
し
い
シ
ュ
プ
ー
ル
を
描
き
続
け
ら
れ

る
。
学
生
時
代
に
妙
高
外
輪
で
楽
し
ん
だ
、
雪
ま
み

れ
に
な
っ
て
の
ス
キ
ー
が
そ
の
ま
ま
再
現
で
き
る
。

ス
キ
ー
な
ど
す
っ
か
り
忘
れ
て
い
る
リ
タ
イ
ヤ
ー
組

に
お
勧
め
で
す
。

人
工
温
泉

　

ニ
セ
コ
に
ス
キ
ー
を
し
に
行
っ
た
時
利
用
し
た
宿

の
浴
室
に
は
、
光
明
石
温
泉
と
表
示
さ
れ
て
い
た
。

ど
ん
な
温
泉
か
聞
い
た
と
こ
ろ
、
光
明
石
と
い
う
石

に
お
湯
を
通
し
た
だ
け
と
の
こ
と
。
眉
唾
温
泉
と

思
っ
た
が
、
意
外
と
気
分
が
良
か
っ
た
の
で
毎
日
三

回
は
入
っ
て
い
た
。
帰
っ
て
か
ら
ネ
ッ
ト
で
調
べ
て

み
る
と
全
国
千
数
百
箇
所
の
ホ
テ
ル
、
療
養
所
で
使

用
さ
れ
、
厚
生
省
認
可
も
取
っ
て
温
泉
表
示
の
出
来

る
も
の
。
家
庭
用
の
セ
ッ
ト
も
あ
る
と
の
こ
と
。
日

頃
老
体
を
使
い
す
ぎ
て
い
る
の
で
、
温
泉
と
信
ず
れ

ば
多
少
の
効
果
は
あ
る
だ
ろ
う
と
思
い
、
騙
さ
れ
た

つ
も
り
で
一
二
万
六
千
円
を
は
た
い
た
。
使
っ
て
み

る
と
匂
い
も
ツ
ル
ツ
ル
感
も
な
く
、
ほ
ん
の
少
し
水

色
が
濃
く
な
る
だ
け
。
し
か
し
二
ヶ
月
も
使
っ
て
い

た
ら
、
思
い
も
か
け
な
い
効
果
が
現
れ
て
き
た
。

　

膝
が
悪
く
て
い
つ
も
病
人
面
し
て
い
る
妻
の
顔
色

が
、
い
つ
の
間
に
か
若
々
し
い
頃
の
ツ
ヤ
ツ
ヤ
顔
に

な
っ
て
き
た
。
私
の
足
に
出
来
始
め
て
い
た
栗
大
の

あ
ざ
の
よ
う
な
も
の
が
い
つ
の
間
に
か
消
え
か
か
っ

て
い
る
。頭
髪
は
白
っ
ぽ
い
灰
色
だ
っ
た
の
が
、黒
っ

ぽ
い
灰
色
に
変
わ
っ
て
き
た
。
一
番
の
び
っ
く
り
は

性
力
が
す
っ
か
り
元
気
に
な
り
、
数
年
前
の
強
さ
に

逆
戻
り
し
た
こ
と
。
ど
う
や
ら
体
全
体
が
活
性
化
さ

れ
た
よ
う
だ
。
食
事
、
運
動
、
睡
眠
等
の
生
活
全
般

が
な
ん
ら
変
化
の
な
い
中
で
、
唯
一
変
わ
っ
た
の
は

温
泉
使
用
だ
け
、
光
明
石
の
効
果
で
あ
る
こ
と
に
間

違
い
な
い
。
今
ま
で
温
泉
療
法
な
ど
と
聞
く
と
、
現

代
医
療
の
恩
恵
か
ら
遠
い
、
爺
さ
ん
婆
さ
ん
の
話
と

思
っ
て
い
た
の
だ
が
、
す
っ
か
り
認
識
を
改
め
さ
せ

ら
れ
ま
し
た
。
気
が
つ
け
ば
自
分
自
身
が
こ
ん
な
こ

と
を
信
じ
る
爺
さ
ん
に
な
っ
て
い
た
の
だ
と
笑
い
を

禁
じ
え
ま
せ
ん
。
日
頃
退
化
し
つ
つ
あ
る
老
体
を
嘆

い
て
お
ら
れ
る
方
に
は
、
投
資
効
率
抜
群
の
商
品
と

思
い
ま
す
。
た
だ
し
、
ま
や
か
し
物
の
多
い
品
物
で

す
の
で
、
も
し
試
し
て
み
よ
う
と
さ
れ
る
方
は
、
本

家
（http://w

w
w
.koum

eiseki.co.jp/top.htm
l

）

の
も
の
を
ご
使
用
く
だ
さ
い
。

山
岳
保
険

　

三
年
前
、
山
を
再
開
し
た
と
き
山
岳
保
険
は
Ａ
Ａ

Ｃ
Ｋ
の
斡
旋
し
て
い
る
も
の
に
迷
わ
ず
入
っ
た
。
保

険
が
適
用
さ
れ
る
に
は
、
一
週
間
前
に
山
行
計
画
書

を
出
し
、
下
山
し
た
ら
す
ぐ
そ
の
旨
報
告
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
計
画
書
を
事
前
に
出
さ
な
い
と
付
保

さ
れ
な
い
上
に
、
出
す
と
昔
の
水
曜
会
ル
ー
ム
と
同

じ
雰
囲
気
で
計
画
に
対
す
る
指
導
を
受
け
る
。
過
去

の
遭
難
例
を
引
き
合
い
に
出
し
な
が
ら
、
常
時
フ
ル

装
備
的
登
山
準
備
を
勧
め
ら
れ
る
。
見
方
に
よ
っ
て

は
大
変
有
難
い
存
在
だ
が
、
毎
日
が
日
曜
日
の
身
に

は
い
さ
さ
か
過
分
に
感
じ
た
。
天
気
予
報
を
見
な
が

ら
、「
明
日
か
ら
好
天
が
続
き
そ
う
だ
か
ら
歩
き
に

行
く
か
」
と
誘
い
合
っ
て
山
に
入
り
、
少
し
で
も
雲

行
き
が
怪
し
く
な
っ
た
ら
さ
っ
さ
と
下
山
す
る
。
山

頂
を
極
め
よ
う
、
計
画
ど
う
り
遂
行
し
よ
う
な
ど
と

は
全
く
考
え
な
い
老
人
ら
し
い
登
山
を
し
た
い
。
自

己
責
任
登
山
と
い
う
こ
と
を
十
分
認
識
し
、
そ
れ
に

見
合
う
よ
う
な
十
二
分
の
準
備
を
す
る
の
は
当
然
な
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が
ら
、
も
う
少
し
気
楽
な
保
険
は
な
い
も
の
か
と
探

し
て
い
た
ら
日
本
山
岳
協
会
の
山
岳
共
済
会
保
険
の

個
人
加
入
が
あ
っ
た
（http://w

w
w
.jm
a-sangaku.

org/kyosai/profile/

）。
こ
の
サ
イ
ト
の
、
よ
く

あ
る
ご
質
問
の
１
の
１
に
、
団
体
だ
け
で
な
く
個
人

と
し
て
も
加
入
を
勧
め
て
い
る
。
そ
の
情
報
公
開

欄
を
開
い
て
み
る
と
、
現
在
共
済
会
の
会
員
数
約

四
万
八
千
人
の
う
ち
約
六
割
が
個
人
会
員
で
す
。
個

人
加
入
で
も
保
険
の
内
容
は
Ａ
Ａ
Ｃ
Ｋ
が
斡
旋
す
る

も
の
と
同
じ
で
、
費
用
も
同
じ
、
僅
か
な
が
ら
振
り

込
み
手
数
料
が
無
料
な
分
だ
け
割
安
に
な
る
。
登
山

計
画
書
の
事
前
提
出
、
下
山
後
の
報
告
、
共
に
不
要

で
す
の
で
誠
に
簡
便
で
す
。
入
山
前
に
麓
の
登
山
届

け
箱
に
計
画
書
を
放
り
込
む
だ
け
で
十
分
。
万
一
そ

れ
を
忘
れ
て
も
保
険
契
約
期
間
中
は
家
を
出
て
か
ら

帰
る
ま
で
い
つ
で
も
付
保
さ
れ
て
い
る
と
い
う
実
に

有
難
い
も
の
。
老
後
登
山
を
気
楽
に
楽
し
み
た
い
方

に
は
お
勧
め
で
す
。

会
貢
献
を
担
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
が
、
近
年
の
若
手

会
員
の
入
会
が
と
だ
え
て
以
降
、
若
手
養
成
・
人
材

育
成
に
つ
い
て
は
、
消
極
的
と
な
ら
ざ
る
を
え
な
い

の
が
実
情
で
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
に
鑑
み
、
こ
の
た
び
Ａ
Ａ
Ｃ
Ｋ

に
、卒
業
ま
で
は
入
会
金
と
会
費
を
軽
費
と
す
る「
学

生
会
員
制
度
」
を
創
設
し
、
有
志
の
学
生
に
入
会
い

た
だ
き
、
Ａ
Ａ
Ｃ
Ｋ
と
Ｋ
Ｕ
Ａ
Ｃ
の
相
互
の
交
流
を

深
め
て
ゆ
く
方
向
性
を
提
案
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

新
制
度
の
要
点
と
効
果
に
つ
い
て
、
以
下
、
私
見

を
の
べ
ま
す
。

制
度
の
要
点

（
一
）
Ａ
Ａ
Ｃ
Ｋ
に
、
卒
業
ま
で
入
会
金
・
会
費
を

軽
費
と
す
る「
学
生
会
員
」制
度
を
新
設
す
る
。

（
二
）
学
生
会
員
の
わ
く
は
、
Ｋ
Ｕ
Ａ
Ｃ
が
時
に
山

行
を
と
も
に
し
て
い
る
府
立
大
Ａ
Ｃ
、
そ
の

他
関
連
の
大
学
の
学
生
Ａ
Ｃ
メ
ン
バ
ー
で
も

よ
い
。

（
三
）
入
会
金
、
会
費
は
学
生
時
代
は
軽
費
と
す
る

が
、
入
会
の
手
続
き
は
、
本
人
の
意
思
表
明

『
Ａ
Ａ
Ｃ
Ｋ
学
生
会
員
制
度
の
創
設
』

の
提
案

　
　
　
　
　
　
　
　
　

京
都
大
学
山
岳
部
長松林

公
蔵

　

京
都
大
学
学
士
山
岳
会（
Ａ
Ａ
Ｃ
Ｋ
）は
従
来
、「
学

士
」
と
名
称
し
て
い
る
よ
う
に
、
京
都
大
学
山
岳
部

出
身
者
ま
た
は
他
大
学
卒
業
者
で
法
人
の
目
的
に
賛

同
し
た
者
が
入
会
資
格
を
も
つ
組
織
で
し
た
。
し
か

し
近
年
、
現
役
山
岳
部
員
の
減
少
と
い
っ
た
登
山
の

時
代
的
な
背
景
も
あ
り
、
ま
た
Ａ
Ａ
Ｃ
Ｋ
の
活
動
自

体
も
一
九
九
六
年
の
梅
里
雪
山
再
挑
戦
以
降
は
実
質

的
に
停
滞
傾
向
で
す
。
Ａ
Ａ
Ｃ
Ｋ
の
正
規
会
員
は
高

齢
化
の
一
途
を
た
ど
っ
て
お
り
ま
す
が
、
Ａ
Ａ
Ｃ
Ｋ

の
も
つ
人
脈
、
ノ
ウ
ハ
ウ
は
継
承
す
る
価
値
が
あ
る

と
思
い
ま
す
。
事
実
、
Ｋ
Ｕ
Ａ
Ｃ
山
行
の
登
山
の
実

技
指
導
は
、
Ａ
Ａ
Ｃ
Ｋ
会
員
や
会
員
で
は
な
い
若
手

Ｏ
Ｂ
の
か
た
が
た
に
よ
っ
て
担
わ
れ
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
Ａ
Ａ
Ｃ
Ｋ
は
従
来
、
未
踏
の
登
山
を
通
じ

て
、
会
員
相
互
の
親
睦
と
一
般
登
山
界
に
対
す
る
社

と
と
も
に
会
員
二
名
の
推
薦
な
ど
、
所
用
の

手
続
き
を
ふ
む
こ
と
と
す
る
。

（
四
）
学
生
会
員
が
卒
業
の
節
は
、
正
規
の
会
費
を

伴
う
Ａ
Ａ
Ｃ
Ｋ
の
通
常
会
員
と
し
て
あ
つ
か

う
。

効
果

（
一
）
若
い
学
生
に
と
っ
て
、
伝
統
あ
る
Ａ
Ａ
Ｃ
Ｋ

会
員
と
の
人
的
交
流
が
密
に
な
る
。

（
二
）
若
者
の
少
な
い
Ａ
Ａ
Ｃ
Ｋ
に
と
っ
て
、
時
代

を
担
う
若
者
と
の
交
流
が
広
が
り
、
将
来
の

正
規
会
員
リ
ク
ル
ー
ト
の
き
っ
か
け
と
も
な

る
。

（
三
）
現
役
と
い
う
新
し
い
ム
ー
ブ
メ
ン
ト
が
は
い

る
こ
と
に
よ
り
、
死
蔵
し
て
い
る
Ａ
Ａ
Ｃ
Ｋ

の
経
験
、
人
脈
、
活
動
な
ど
の
よ
り
活
性
化

が
期
待
で
き
る
。

（
四
）
現
役
・
Ａ
Ａ
Ｃ
Ｋ
を
含
め
た
新
た
な
研
究
会

や
プ
ラ
ン
が
発
生
す
る
と
思
わ
れ
、
そ
れ
を

契
機
に
、
両
者
の
活
性
化
が
期
待
で
き
る
。

（
五
）
Ａ
Ａ
Ｃ
Ｋ
に
、
海
外
登
山
遠
征
補
助
に
く
わ

え
て
、
若
干
の
「
教
育
予
算
」
を
措
置
し
、

現
役
学
生
の
教
育
に
貢
献
す
る
こ
と
で
で
き

る
。

　

現
今
、
山
岳
部
員
の
減
少
と
と
も
に
、
大
学
を
超

え
た
現
役
山
岳
部
同
士
の
融
合
と
い
う
現
象
が
お

こ
っ
て
お
り
ま
す
が
、
Ａ
Ａ
Ｃ
Ｋ
と
Ｋ
Ｕ
Ａ
Ｃ
の
人

的
融
合
は
、
も
っ
と
や
り
や
す
い
と
思
い
ま
す
。
同

じ
登
山
を
め
ざ
す
が
登
山
文
化
の
異
な
る
「
若
・
若

融
合
」
が
大
学
山
岳
部
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
で
あ
る
の

に
対
し
て
、
登
山
文
化
が
共
通
し
て
い
る
同
じ
京
大
の

Ｏ
Ｂ
と
現
役
を
つ
な
ぐ
「
老
・
若
融
合
」
が
制
度
的
に
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も
実
現
す
る
こ
と
は
、
Ａ
Ａ
Ｃ
Ｋ
と
Ｋ
Ｕ
Ａ
Ｃ
相
互
の

交
流
・
発
展
に
寄
与
す
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

現
役
学
生
諸
君
よ
り
の
寄
稿

Ａ
Ａ
Ｃ
Ｋ
学
生
会
員
と
し
て
入
会
す
る
に

あ
た
っ
て

三
回
生　

田
中　

貴

　

最
初
に
、
唐
突
で
は
あ
り
ま
す
が
、
そ
も
そ
も
私

が
な
ぜ
京
都
大
学
山
岳
部
に
入
部
し
よ
う
と
思
っ
た

の
か
と
い
う
こ
と
を
述
べ
よ
う
と
思
い
ま
す
。
受
験

を
終
え
入
学
が
決
ま
っ
て
、
今
ま
で
や
っ
て
き
た
こ

と
と
は
全
く
別
の
何
か
新
し
い
も
の
を
や
っ
て
み
た

い
と
い
う
意
志
が
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
私
の
精
神

の
根
底
に
は
昔
読
ん
だ
小
田
実
氏
の
「
何
で
も
見

て
や
ろ
う
」
が
流
れ
て
い
ま
す
。C

onform
ity

（
画

一
）
し
て
し
ま
っ
た
世
界
は
面
白
味
が
な
く
、
ど
こ

に
行
っ
て
も
同
じ
も
の
が
あ
り
、
同
じ
こ
と
が
で
き

る
飽
和
し
た
世
界
、
そ
こ
か
ら
脱
却
す
る
た
め
に
い

ろ
い
ろ
な
も
の
を
自
分
の
目
で
見
て
、
な
ん
で
も
挑

戦
し
て
い
き
た
い
と
思
う
の
で
す
。
そ
こ
で
、
今
ま

で
登
山
な
ど
と
い
う
も
の
は
や
っ
た
こ
と
が
な
か
っ

た
し
、
冬
山
に
も
登
っ
て
み
た
い
と
思
っ
て
山
岳
部

に
入
部
す
る
こ
と
に
決
め
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
せ
っ
か
く
山
岳
部
に
入
っ
た
の
だ
か

ら
、
誰
も
登
っ
た
こ
と
が
な
い
処
女
峰
を
登
り
た
い

と
い
う
漠
然
と
し
た
考
え
が
入
部
当
初
か
ら
あ
り
ま

し
た
。
こ
の
衝
動
は
誰
か
に
刷
り
込
ま
れ
た
も
の
で

は
な
く
、
自
分
の
内
な
る
と
こ
ろ
か
ら
湧
き
あ
が
っ

て
き
た
も
の
で
あ
り
ま
す
。理
由
は
分
か
り
ま
せ
ん
。

恥
ず
か
し
な
が
ら
、
未
踏
の
地
と
い
う
も
の
に
憧
れ

を
抱
く
の
で
す
。
し
か
し
、
未
踏
峰
を
登
り
た
い
と

い
う
気
持
ち
が
強
く
な
る
一
方
で
、
相
反
し
て
世
の

中
に
は
未
踏
の
地
な
ど
は
ほ
と
ん
ど
残
さ
れ
て
い
な

い
と
い
う
こ
と
に
気
づ
か
さ
れ
て
い
き
ま
す
。
国
内

は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
海
外
を
見
て
も
目
ぼ
し
い
処

女
峰
は
先
人
に
よ
っ
て
登
ら
れ
て
し
ま
っ
て
い
ま

す
。
後
に
生
ま
れ
て
き
た
こ
と
を
悔
や
ん
で
も
仕
方

が
あ
り
ま
せ
ん
が
。

　

い
く
ら
未
踏
だ
と
い
っ
て
も
、
未
踏
峰
の
中
で
も

私
た
ち
の
欲
求
を
満
た
す
資
格
が
あ
る
と
言
え
る
よ

う
な
山
と
い
う
も
の
は
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
思
う

の
で
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
山
の
大
き
さ
や
地
形
的
条

件
と
い
っ
た
山
容
に
よ
る
威
厳
が
あ
る
も
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。
そ
れ
は
、
た
と
え
既
登
で
あ
ろ
う

と
未
踏
で
あ
ろ
う
と
、
威
厳
が
あ
り
魅
力
的
で
あ
る

が
ゆ
え
に
、
登
り
た
い
と
思
う
対
象
に
な
り
え
る
の

だ
と
思
い
ま
す
（
そ
う
で
な
か
っ
た
ら
登
山
と
い
う

娯
楽
な
ん
か
続
き
ま
せ
ん
）。
だ
か
ら
と
い
っ
て
、

万
人
が
登
っ
た
ル
ー
ト
の
記
録
を
調
べ
、
そ
し
て
ガ

イ
ド
ブ
ッ
ク
に
載
っ
て
い
る
と
こ
ろ
だ
け
を
登
る
登

山
様
式
は
ま
さ
に
私
が
嫌
うC

onform
ity

に
つ
な

が
る
の
で
す
。
誰
か
が
行
っ
た
山
の
記
録
を
読
み
、

そ
の
記
述
通
り
に
登
山
を
無
難
に
完
遂
さ
せ
る
だ
け

の
山
行
で
あ
り
ま
す
。（
必
ず
し
も
そ
う
で
は
な
い

が
、）そ
こ
に
は
も
う
魅
力
は
な
い
の
で
す
。つ
ま
り
、

僕
の
中
で
今
現
在
の
国
内
山
行
は
ま
さ
に
ア
ン
ビ
バ

レ
ン
ト
な
形
で
行
わ
れ
て
い
る
の
で
す
。
こ
の
ア
ン

ビ
バ
レ
ン
ス
を
生
み
出
さ
な
い
、
条
件
の
揃
っ
た
魅

力
の
あ
る
山
は
な
か
な
か
見
つ
か
り
ま
せ
ん
。
だ
か

ら
こ
そ
、
あ
ら
た
め
て
魅
力
あ
る
未
踏
峰
を
探
し
出

し
、
登
り
た
い
と
思
う
の
で
す
。

　

今
年
の
夏
、
京
都
大
学
山
岳
部
は
ネ
パ
ー
ル
に
海

外
登
山
に
行
こ
う
と
計
画
を
立
て
て
い
ま
す
。
対
象

は
未
踏
峰
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
年
間
に
何
人
も
の
人

が
登
る
既
登
峰
で
あ
り
ま
す
。
こ
れ
を
読
ま
れ
た
方

は
、
こ
の
計
画
こ
そC

onform
ity

の
塊
な
の
で
は

な
い
か
と
思
わ
れ
る
で
し
ょ
う
。
し
か
し
、
私
の
中

で
は
今
回
の
海
外
登
山
は
将
来
未
踏
峰
へ
挑
む
際
の

前
段
階
と
し
て
と
ら
え
て
い
ま
す
。
ま
た
、
た
だ
単

に
国
内
で
は
経
験
し
え
な
い
大
き
な
山
に
登
り
た
い

と
う
考
え
も
あ
る
の
で
す
。

　

そ
し
て
、
こ
の
た
び
Ａ
Ａ
Ｃ
Ｋ
学
生
会
員
制
度
が

導
入
さ
れ
、
最
初
の
学
生
会
員
と
し
て
入
会
す
る
こ

と
と
な
り
ま
し
た
。今
回
の
海
外
登
山
に
お
い
て
は
、

未
踏
峰
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
こ
こ
か
ら
い
ろ
い
ろ

と
学
べ
る
こ
と
も
多
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
そ
し

て
な
に
よ
り
も
次
に
繋
げ
る
下
地
と
し
た
い
の
で

す
。
若
輩
者
で
は
あ
り
ま
す
が
、
今
後
と
も
何
卒
ご

協
力
い
た
だ
け
ま
す
よ
う
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

海
外
の
山
へ
向
け
て

三
回
生　

藤
竿
和
彦

　

僕
が
一
回
生
の
夏
、
幸
島
先
生
に
ネ
パ
ー
ル
の
ラ

ン
タ
ン
谷
に
連
れ
て
行
っ
て
い
た
だ
く
と
い
う
機
会

に
恵
ま
れ
ま
し
た
。
こ
の
時
の
経
験
は
僕
に
と
っ
て

貴
重
な
も
の
で
す
。
そ
の
時
の
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
は
氷

河
ま
で
で
、
山
の
頂
上
に
行
く
と
い
う
わ
け
で
は
あ

り
ま
せ
ん
で
し
た
。
谷
の
下
か
ら
ヒ
マ
ラ
ヤ
の
稜
線

や
尾
根
、
壁
を
た
だ
見
上
げ
て
い
た
だ
け
で
し
た
。

ど
の
山
も
大
き
く
、
谷
は
険
し
く
、
な
ん
と
い
っ
て

も
標
高
が
高
い
こ
と
が
僕
を
驚
か
せ
ま
し
た
。
登
山
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経
験
の
な
か
っ
た
僕
に
は
、
初
め
て
の
北
ア
ル
プ
ス

で
さ
え
大
き
く
、
険
し
く
感
じ
て
い
た
の
で
す
が
、

ラ
ン
タ
ン
谷
で
は
そ
れ
よ
り
も
は
る
か
に
ス
ケ
ー
ル

が
大
き
い
の
で
、
感
動
の
毎
日
で
し
た
。
雲
が
足
の

下
を
流
れ
、
信
じ
ら
れ
な
い
高
さ
の
壁
が
存
在
す
る

風
景
は
初
め
て
見
る
も
の
で
し
た
。
そ
れ
に
、
氷
河

上
に
大
き
な
起
伏
が
あ
り
、
上
部
と
下
部
と
で
は
状

態
が
違
っ
て
い
て
、
水
が
勢
い
よ
く
流
れ
て
い
る
様

子
な
ど
は
想
像
も
し
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
初
め
て

こ
ん
な
に
も
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
世
界
が
広
が
っ
て
い

る
こ
と
を
知
っ
た
の
で
す
。
氷
河
生
態
系
に
つ
い
て

も
興
味
深
く
、
ま
さ
に
氷
河
は
不
思
議
な
世
界
で
し

た
。
こ
の
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
で
僕
は
ラ
ン
タ
ン
谷
の
自

然
の
大
き
さ
に
圧
倒
さ
れ
、
魅
了
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
今
ま
で
の
二
年
間
に
日
本
の
山
を
経
験

し
ま
し
た
。
確
か
に
、
日
本
の
山
も
刺
激
的
で
、
活

動
を
続
け
る
ご
と
に
行
っ
て
み
た
い
と
思
う
山
や
谷

が
増
え
て
い
き
ま
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
僕
の
訪

れ
た
場
所
に
は
、
ラ
ン
タ
ン
谷
で
見
た
よ
う
な
壮
大

な
風
景
は
当
然
な
が
ら
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
大
き

い
と
言
っ
て
も
、
ヒ
マ
ラ
ヤ
の
方
が
比
べ
も
の
に
な

ら
な
い
ほ
ど
大
き
い
の
で
す
。
日
本
の
山
だ
け
で
は

満
足
で
き
ず
、
だ
ん
だ
ん
と
海
外
の
大
き
な
山
々
に

登
っ
て
み
た
い
、
高
所
に
登
っ
て
み
た
い
と
い
う
気

持
ち
が
強
く
な
っ
て
い
き
ま
し
た
。
Ｏ
Ｂ
の
方
々
や

周
囲
の
人
が
話
す
海
外
登
山
の
話
も
僕
を
刺
激
し
ま

し
た
。
そ
う
し
た
方
々
の
話
を
聞
い
て
、
日
本
の
山

に
は
な
い
魅
力
が
海
外
の
山
に
は
あ
る
の
だ
と
感
じ

る
よ
う
に
な
っ
て
い
き
ま
し
た
。
そ
し
て
、
ヒ
マ
ラ

ヤ
や
ア
ル
プ
ス
、
ア
ン
デ
ス
な
ど
海
外
の
雄
大
な
山

に
し
だ
い
に
引
き
つ
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。そ
う
し
た
山
々
の
巨
大
な
氷
河
の
上
を
歩
い
て
、

日
本
に
な
い
大
き
な
壁
に
取
り
つ
い
て
み
た
い
、
そ

う
考
え
る
よ
う
に
な
っ
て
い
き
ま
し
た
。

　

田
中
か
ら
海
外
の
山
を
登
ろ
う
と
い
う
提
案
が
出

た
時
に
、
す
ぐ
に
参
加
す
る
こ
と
を
決
め
ま
し
た
。

当
然
な
が
ら
僕
は
海
外
登
山
の
経
験
が
あ
り
ま
せ
ん

し
、現
役
の
部
員
に
も
経
験
者
は
一
人
も
い
ま
せ
ん
。

僕
は
登
山
を
始
め
て
か
ら
ま
だ
二
年
と
、
知
識
も
技

術
も
ま
だ
ま
だ
未
熟
で
不
安
を
感
じ
る
部
分
も
多
く

あ
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
海
外
へ
行
っ
て
み
た
い
と

い
う
思
い
の
方
が
勝
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
先

ず
六
〇
〇
〇
ｍ
級
の
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
ピ
ー
ク
で
あ
る

ニ
レ
カ
ピ
ー
ク
を
登
ろ
う
と
い
う
結
論
に
達
し
ま
し

た
。
僕
た
ち
の
登
る
ニ
レ
カ
と
い
う
山
は
今
ま
で
に

先
輩
方
の
取
り
組
ん
で
き
た
山
々
に
比
べ
る
と
、
丘

の
よ
う
な
山
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
今
回
の

登
山
で
海
外
登
山
に
つ
い
て
、
高
所
登
山
に
つ
い
て

多
く
の
こ
と
を
学
べ
る
の
で
は
な
い
か
と
期
待
し
て

い
ま
す
。
こ
こ
か
ら
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
し
て
い
き
、

大
き
な
魅
力
に
溢
れ
た
海
外
の
山
へ
挑
戦
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

ネ
パ
ー
ル
遠
征
を
思
う

二
回
生　

荻
原
宏
章

　

こ
の
た
び
、
京
都
大
学
山
岳
部
の
ネ
パ
ー
ル
遠
征

に
参
加
す
る
山
岳
部
二
回
生
の
荻
原
宏
章
と
い
う
も

の
で
す
。つ
き
ま
し
て
は
、そ
の
参
加
す
る
に
当
た
っ

て
の
趣
意
を
述
べ
さ
せ
て
頂
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

こ
の
文
書
を
書
く
に
当
た
っ
て
、
ま
ず
は
じ
め
に

言
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
は
、
私
は
今
度
の
登

山
隊
の
中
で
最
下
級
生
で
あ
り
、
体
力
、
技
術
の
両

面
に
お
い
て
も
っ
と
も
劣
る
隊
員
だ
と
い
う
こ
と
で

す
。
つ
ま
り
、
自
分
自
身
、
先
輩
方
の
レ
ベ
ル
に
つ

い
て
行
く
の
は
大
変
で
あ
り
、
さ
ら
に
隊
の
足
を

引
っ
張
っ
て
し
ま
う
こ
と
に
も
な
り
か
ね
な
い
、
と

い
う
リ
ス
ク
を
ふ
ま
え
た
上
で
も
参
加
し
た
い
と

思
っ
た
、
と
い
う
こ
と
な
の
で
す
。
し
か
し
、
こ
ん

な
こ
と
を
言
っ
て
お
き
な
が
ら
無
責
任
で
す
が
、
正

直
私
が
参
加
す
る
理
由
は
、「
ヒ
マ
ラ
ヤ
登
山
」
と

い
う
も
の
に
対
す
る
ぼ
ん
や
り
と
し
た
憧
れ
、
好
奇

心
と
い
っ
た
も
の
以
上
の
も
の
は
あ
り
ま
せ
ん
。
し

か
し
、
そ
の
憧
れ
は
決
し
て
小
さ
な
も
の
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。

　

山
に
登
る
と
い
う
行
為
に
人
間
が
惹
き
つ
け
ら
れ

る
理
由
に
、
圧
倒
的
な
自
然
の
中
で
の
開
放
感
、
困

難
な
課
題
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
充
実
感
と
い
っ
た
も

の
が
挙
げ
ら
れ
る
と
す
る
な
ら
ば
、
そ
も
そ
も
私
が

京
大
山
岳
部
に
入
っ
た
の
も
、
そ
の
困
難
に
取
り
組

む
と
い
う
姿
勢
自
体
に
憧
れ
た
か
ら
で
す
。
確
か
に

山
岳
部
に
入
る
前
か
ら
、
何
度
か
は
山
に
入
っ
た
こ

と
が
あ
り
、
そ
の
爽
快
感
を
味
わ
い
、
そ
れ
も
山
岳

部
に
入
っ
た
こ
と
の
一
因
で
す
。
し
か
し
、
そ
れ
よ

り
も
や
は
り
、
そ
の
一
見
不
可
能
に
す
ら
見
え
る

ル
ー
ト
に
取
り
組
み
、
突
破
し
て
い
く
行
為
自
体
に

惹
か
れ
る
と
こ
ろ
が
大
き
い
の
で
す
。

　

山
岳
部
に
入
る
直
接
の
き
っ
か
け
に
な
っ
た
の

は
、
京
大
に
入
る
前
の
年
に
、
気
分
転
換
に
穂
高
に

行
っ
た
こ
と
で
し
た
。
そ
の
と
き
に
見
た
北
鎌
や
大

キ
レ
ッ
ト
の
圧
倒
的
な
雄
姿
は
今
ま
で
自
分
が
見

知
っ
て
い
た
世
界
と
は
全
く
別
の
も
の
で
し
た
。
そ

の
衝
撃
、
そ
し
て
そ
こ
を
突
破
し
て
い
く
人
間
達
の

姿
に
憧
れ
た
の
で
す
。
そ
う
し
た
困
難
に
挑
ん
で
い

く
場
所
、
ア
ク
シ
ョ
ン
の
代
名
詞
が
、
私
に
と
っ
て
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は
「
ヒ
マ
ラ
ヤ
」
だ
っ
た
の
で
す
。

　

山
岳
部
に
入
っ
て
山
を
本
格
的
に
始
め
る
前
は
、

海
外
登
山
、
ま
し
て
や
「
ヒ
マ
ラ
ヤ
」
な
ど
と
い
う

単
語
は
、
現
実
味
の
な
い
遙
か
彼
方
の
、
憧
憬
の
な

か
に
あ
る
言
葉
で
し
た
。
そ
ん
な
言
葉
は
自
分
と
は

別
の
次
元
に
い
る
、
超
人
の
よ
う
な
人
々
に
し
か
縁

の
な
い
も
の
で
し
か
な
か
っ
た
の
で
す
。
そ
れ
が
今

回
、
山
岳
部
の
先
輩
方
に
よ
っ
て
目
の
前
に
、
現
実

の
も
の
と
し
て
立
ち
現
れ
た
の
で
す
。
私
は
ま
さ
に

千
載
一
遇
だ
と
思
い
、
参
加
し
ま
し
た
。

　

確
か
に
、
今
回
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
ニ
レ
カ
は
そ
れ

ほ
ど
難
し
い
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
し
て
や
、

Ａ
Ａ
Ｃ
Ｋ
が
か
つ
て
登
っ
て
き
た
巨
大
な
山
々
、
初

登
頂
と
い
う
偉
業
に
く
ら
べ
れ
ば
大
し
た
チ
ャ
レ
ン

ジ
で
は
無
い
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

し
か
し
、
そ
の
最
初
の
一
歩
と
し
て
は
大
い
に
ふ

さ
わ
し
い
も
の
だ
と
思
う
の
で
す
。
我
々
Ｋ
Ｕ
Ａ
Ｃ

現
役
に
と
っ
て
、
Ａ
Ａ
Ｃ
Ｋ
は
そ
の
実
績
も
さ
る
こ

と
な
が
ら
、
な
に
よ
り
そ
れ
を
支
え
た
パ
イ
オ
ニ
ア

精
神
に
お
い
て
大
き
な
目
標
で
あ
り
、
潜
在
的
な
支

柱
と
な
っ
て
い
る
と
思
う
の
で
す
。
我
々
の
す
ぐ
そ

ば
に
Ａ
Ａ
Ｃ
Ｋ
と
い
う
組
織
が
そ
の
伝
統
と
と
も
に

今
な
お
在
る
と
い
う
こ
と
は
と
て
つ
も
な
く
大
き
な

意
味
が
あ
る
の
で
す
。
こ
の
た
び
、
Ａ
Ａ
Ｃ
Ｋ
に
学

生
会
員
と
し
て
加
入
す
る
に
あ
た
っ
て
、
そ
し
て
初

の
海
外
遠
征
を
す
る
に
あ
た
っ
て
、
そ
の
パ
イ
オ
ニ

ア
精
神
の
一
端
で
も
糧
に
し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
。

　

こ
の
遠
征
が
自
分
に
と
っ
て
も
、
ル
ー
ム
に
と
っ

て
も
得
る
も
の
の
大
き
い
も
の
と
な
る
こ
と
を
確
信

し
て
お
り
ま
す
。

　

Ａ
Ａ
Ｃ
Ｋ
会
員
の
皆
さ
ん
に
は
、
よ
ろ
し
く
ご
支

援
の
ほ
ど
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

梅
里
雪
山
の
留
学
生
が	

　
　
　
　
　
　

同
志
社
大
に
合
格

小
林
尚
礼

　

梅
里
雪
山
の
遺
体
捜
索
拠
点
で
あ
る
明
永
（
ミ
ン

ヨ
ン
）
村
の
若
者
が
二
年
前
に
来
日
し
ま
し
た
が
、

こ
の
春
、
同
志
社
大
学
・
社
会
学
部
に
合
格
し
ま
し

た
。
応
援
し
て
く
だ
さ
っ
た
方
に
お
礼
申
し
上
げ
る

と
と
も
に
、
こ
の
間
の
経
緯
を
報
告
い
た
し
ま
す
。

　

合
格
し
た
の
は
、
明
永
村
で
昨
年
ま
で
村
長
を
務

め
て
い
た
チ
ャ
シ
氏
（
扎
史
、
四
八
歳
）
の
娘
、
ペ

マ
ツ
ォ
モ
（
白
瑪
次
木
、
二
三
歳
）
で
す
。
チ
ャ
シ

元
村
長
は
、
一
九
九
八
年
か
ら
始
ま
っ
た
捜
索
活
動

に
全
面
的
に
協
力
し
て
く
だ
さ
り
、
現
在
も
残
る
一

人
の
捜
索
に
尽
力
し
て
い
ま
す
。
捜
索
の
た
め
村
を

訪
問
す
る
た
び
に
私
は
彼
の
家
に
泊
め
て
も
ら
い
、

一
九
九
九
年
に
一
三
歳
の
長
女
ペ
マ
ツ
ォ
モ
に
初
め

て
会
い
ま
し
た
。
彼
女
は
成
績
優
秀
で
、中
甸（
チ
ョ

ン
デ
ィ
エ
ン
、
現
シ
ャ
ン
グ
リ
ラ
）
の
蔵
文
中
学
を

卒
業
後
、
青
海
師
範
大
学
に
進
学
し
て
、
英
語
を
学

ん
で
ゆ
き
ま
し
た
。
あ
る
と
き
、
彼
女
か
ら
海
外
へ

の
留
学
希
望
を
聞
い
た
の
で
す
が
私
に
は
な
す
術
が

な
く
、
数
年
後
に
明
永
村
を
訪
ね
た
有
志
の
方
が
彼

女
の
支
援
を
し
て
く
だ
さ
る
こ
と
に
な
り
、
日
本
へ

の
二
年
間
の
留
学
が
決
ま
っ
た
の
で
す
。

　

二
〇
〇
八
年
三
月
に
来
日
し
た
彼
女
は
、
チ
ベ
ッ

ト
通
の
作
家
・
渡
辺
一
枝
さ
ん
の
紹
介
で
、
東
京
タ

ワ
ー
の
隣
り
に
あ
る
日
本
語
学
校
に
入
学
し
ま
し

た
。
い
き
な
り
東
京
の
真
ん
中
で
暮
ら
す
こ
と
に

な
っ
た
彼
女
は
、
食
事
や
都
会
の
人
づ
き
合
い
な
ど

様
々
な
試
練
を
受
け
ま
し
た
が
、
天
性
の
柔
軟
性
と

多
く
の
方
の
応
援
で
の
り
き
り
、
大
学
進
学
を
希
望

す
る
ま
で
に
な
り
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
日
本
の
大
学
入
試
は
そ
れ
ほ
ど
甘
く
あ

り
ま
せ
ん
で
し
た
。
留
学
二
年
目
の
中
だ
る
み
や
私

の
留
守
も
重
な
り
、
昨
年
秋
に
東
京
の
大
学
を
い
く

つ
か
受
け
た
の
で
す
が
、
結
果
は
滑
り
止
め
の
私
立

大
に
受
か
っ
た
だ
け
。
こ
れ
で
は
学
費
支
援
の
呼
び

か
け
も
難
し
い
と
い
う
こ
と
で
、
Ａ
Ａ
Ｃ
Ｋ
会
員
を

中
心
と
し
た
周
囲
の
人
々
が
彼
女
の
受
験
指
導
に
乗

り
だ
し
、
わ
ず
か
一
ヶ
月
で
付
焼
刃
の
受
験
生
に
仕

上
げ
て
、関
西
の
三
つ
の
入
試
に
送
り
だ
し
ま
し
た
。

そ
の
頃
私
は
彼
女
の
帰
国
方
法
を
、
真
剣
に
考
え
始

め
て
い
ま
し
た
。
で
す
が
、
結
果
は
大
阪
府
立
大
と

三
重
大
は
不
合
格
で
、
最
も
難
し
い
は
ず
の
同
志
社

故
児
玉
隊
員
の
お
母
様
に
振
袖
を
着
せ
て
頂
い
た

ペ
マ
ツ
ォ
モ
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大
に
合
格
！　

耳
を
疑
う
と
と
も
に
、
当
初
考
え
て

い
な
か
っ
た
京
都
の
大
学
に
進
学
す
る
と
い
う
、
不

思
議
な
「
縁
」
を
感
じ
ま
し
た
。

　

四
月
末
の
現
在
、
彼
女
は
御
所
近
く
の
女
子
寮
に

住
み
、
期
待
と
不
安
を
胸
に
京
都
で
の
大
学
生
活
を

始
め
て
い
ま
す
。
東
京
か
ら
引
っ
越
し
た
直
後
は
、

京
都
弁
が
聞
き
と
れ
な
い
と
か
授
業
の
選
び
方
が
わ

か
ら
な
い
な
ど
と
口
に
し
て
い
ま
し
た
が
、
京
都
で

も
ま
た
多
く
の
方
に
支
え
ら
れ
て
い
る
よ
う
で
、
最

近
は
週
末
も
忙
し
い
と
の
こ
と
で
す
。
寮
生
活
で
い

い
ス
タ
ー
ト
が
き
れ
た
こ
と
は
、
毎
日
新
聞
（
四
月

二
二
日
夕
刊
、
関
西
）
に
掲
載
さ
れ
た
写
真
の
通
り

で
す
。
そ
ん
な
彼
女
の
姿
を
見
て
い
る
と
、
何
か
に

守
ら
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
思
う
こ
と
が
あ
り

ま
す
。
そ
れ
は
、
梅
里
雪
山
な
の
か
も
し
れ
な
い
。

悲
劇
の
山
で
す
が
、
そ
こ
か
ら
生
ま
れ
る
明
る
い
も

の
が
あ
っ
て
も
い
い
と
思
い
ま
す
。

　

雲
南
省
に
住
む
チ
ベ
ッ
ト
人
が
日
本
の
大
学
に
入

る
の
は
、
初
め
て
の
こ
と
で
し
ょ
う
。
彼
女
に
は
こ

れ
か
ら
も
多
く
の
試
練
が
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、
四

年
間
の
大
学
生
活
を
最
後
ま
で
送
っ
て
ほ
し
い
と
思

い
ま
す
。
そ
し
て
、
私
た
ち
と
梅
里
雪
山
の
人
々
と

の
架
け
橋
に
な
っ
て
も
ら
い
た
い
と
思
い
ま
す
。
こ

の
よ
う
な
経
緯
で
す
の
で
、
京
都
で
の
四
年
間
、
ペ

マ
ツ
ォ
モ
へ
の
ご
支
援
・
ご
指
導
を
、
ど
う
ぞ
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

図
書
紹
介

「
ト
ウ
ガ
ラ
シ
讃
歌
」

　
　
　
　

山
本
紀
夫
編
著　

八
坂
書
房

　
　
　
　

Ｂ
６
判　

二
九
四
ペ
ー
ジ　

　
　
　
　

二
四
〇
〇
円
＋
税

前
田　

司

　

本
書
は
ト
ウ
ガ
ラ
シ
に
関
心
を
も
つ
研
究
者
や
写

真
家
、
シ
ェ
フ
が
分
担
執
筆
し
た
ト
ウ
ガ
ラ
シ
の
文

化
誌
で
あ
る
。
山
岳
書
で
は
な
い
が
取
り
上
げ
ら
れ

て
い
る
地
域
に
は
な
じ
み
の
ア
ン
デ
ス
や
イ
ン
ド
、

ネ
パ
ー
ル
、
ブ
ー
タ
ン
、
チ
ベ
ッ
ト
な
ど
山
岳
地
も

多
い
。
チ
ベ
ッ
ト
、
な
か
で
も
ト
ウ
ガ
ラ
シ
好
き
の

雲
南
省
の
チ
ベ
ッ
ト
人
に
つ
い
て
は
、
Ａ
Ａ
Ｃ
Ｋ
会

員
で
自
然
写
真
家
の
小
林
尚
礼
氏
が
執
筆
し
て
い

る
。
氏
は
「
梅
里
雪
山
―
十
七
人
の
友
を
探
し
て
」

の
著
書
で
知
ら
れ
る
よ
う
に
、
梅
里
雪
山
で
逝
っ
た

隊
員
の
捜
索
の
た
め
氷
河
の
末
端
の
明
永
村
で
一
年

に
わ
た
り
現
地
の
人
と
暮
ら
し
を
共
に
し
た
。
そ
の

後
の
雲
南
省
縦
断
旅
行
の
経
験
を
あ
わ
せ
て
彼
の
地

の
人
々
の
ト
ウ
ガ
ラ
シ
を
主
と
し
た
食
生
活
を
レ
シ

ピ
と
と
も
に
活
写
し
て
い
る
。

　

編
著
者
の
山
本
紀
夫
氏
も
Ａ
Ａ
Ｃ
Ｋ
会
員
。
平
成

一
八
年
日
本
山
岳
会
の
秩
父
宮
賞
を
受
賞
し
た
気
鋭

の
植
物
学
、
民
族
学
者
で
あ
る
。
一
九
六
八
年
探
検

部
の
ア
ン
デ
ス
学
術
調
査
隊
に
初
陣
し
、
そ
こ
で
栽

培
植
物
の
起
源
を
調
査
す
る
対
象
と
し
て
ト
ウ
ガ
ラ

シ
と
出
会
う
。
植
物
学
者
と
し
て
研
究
を
進
め
て
い

た
が
、
そ
の
後
国
立
民
族
学
博
物
館
に
奉
職
し
た
こ

と
で
民
族
学
の
知
見
が
加
わ
り
ス
ケ
ー
ル
の
大
き
い

「
ト
ウ
ガ
ラ
シ
の
起
源
と
栽
培
化
」
の
博
士
論
文
に

昇
華
さ
せ
た
。
こ
う
し
て
氏
の
体
に
染
み
着
い
た
ト

ウ
ガ
ラ
シ
で
は
あ
る
が
、
主
食
の
か
げ
に
隠
れ
て
目

立
た
な
い
存
在
で
あ
る
。
そ
こ
で
ト
ウ
ガ
ラ
シ
が
世

界
の
食
生
活
に
果
た
し
て
い
る
役
割
を
明
ら
か
に
す

る
た
め
に
氏
の
幅
広
い
人
脈
を
活
か
せ
て
企
画
さ
れ

た
の
が
本
書
。

　

そ
の
構
成
は
地
域
別
に
な
っ
て
お
り
、
ト
ウ
ガ
ラ

シ
の
伝
播
の
流
れ
に
し
た
が
っ
て
、
原
産
地
の
中
南

米
に
始
ま
り
、
そ
こ
か
ら
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
を
経
て
、
ア

フ
リ
カ
、
ア
ジ
ア
、
そ
し
て
極
東
の
日
本
へ
と
地
球

を
東
回
り
す
る
。
し
か
し
ど
こ
か
ら
読
ん
で
も
ホ
ッ

ト
な
一
本
で
あ
る
。

平
成
二
二（
二
〇
一
〇
）年
度
事
業
計
画

Ⅰ　

�

山
岳
お
よ
び
登
山
に
関
す
る
学
術
調
査
お
よ
び

研
究

　
（
定
款
第
二
章
（
目
的
お
よ
び
事
業
）
第
五
条
第

一
項
）

一　

ヒ
マ
ラ
ヤ
、
カ
ラ
コ
ラ
ム
、
チ
ベ
ッ
ト
、
崑
崙

地
域
等
に
お
け
る
登
山
な
ら
び
に
学
術
探
検
の
文
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献
の
収
集
な
ら
び
に
研
究

（
一
）
ヒ
マ
ラ
ヤ
等
上
記
の
地
域
の
登
山
な
ら
び
に

地
質
学
、
気
象
学
、
氷
河
学
、
動
・
植
物
学
、
人

類
学
、
医
学
な
ど
の
学
術
探
検
に
関
す
る
文
献
資

料
を
収
集
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
分
野
に
関
し
て
研
究

を
行
う
。

（
二
）
国
際
的
な
登
山
探
検
文
献
等
資
料
の
収
集
と

整
理

　

過
去
数
十
年
に
わ
た
る
本
会
の
海
外
遠
征
お
よ
び

学
術
調
査
に
よ
っ
て
蓄
積
さ
れ
た
学
術
資
料
な
ら
び

に
国
内
外
に
お
け
る
学
術
資
料
を
収
集
・
整
備
充
実

し
、
そ
の
公
開
を
は
か
る
こ
と
に
よ
っ
て
国
際
的
な

登
山
活
動
の
文
化
発
展
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と

し
た
セ
ン
タ
ー
を
昭
和
四
八
（
一
九
七
三
）
年
に
設

立
し
、
さ
ら
に
平
成
一
二
（
二
〇
〇
〇
）
年
に
収
集

資
料
を
京
都
大
学
総
合
博
物
館
な
ら
び
に
京
都
大
学

大
学
院
ア
ジ
ア
・
ア
フ
リ
カ
地
域
研
究
研
究
科
に
寄

贈
し
た
。
引
き
続
き
そ
の
資
料
充
実
と
収
集
資
料
の

整
理
に
協
力
す
る
。

（
三
）
雲
南
・
チ
ベ
ッ
ト
地
域
の
総
合
的
研
究
を
目

的
に
平
成
一
六
（
二
〇
〇
四
）
年
に
設
立
さ
れ
た

雲
南
懇
話
会
（
代
表
：
会
員
・
安
仁
屋
政
武
）
の

運
営
に
協
力
す
る
。

（
四
）
第
三
〇
回
日
本
登
山
医
学
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の

運
営
に
協
力
す
る
。

二　

高
所
登
山
に
関
す
る
調
査
研
究

　

本
会
が
主
催
し
た
チ
ベ
ッ
ト
高
原
学
術
登
山
隊
な

ら
び
に
過
去
数
回
に
わ
た
る
海
外
遠
征
に
よ
っ
て
得

た
資
料
を
基
に
、
引
き
続
き
高
所
登
山
に
関
す
る
調

査
研
究
を
行
う
。

（
一
）
高
所
医
学
に
関
す
る
調
査
研
究

（
二
）
高
所
気
象
学
、
氷
河
学
に
関
す
る
調
査
研
究

（
三
）
高
所
用
装
備
特
に
合
成
繊
維
・
軽
金
属
に
関

す
る
調
査
研
究

（
四
）
高
所
用
食
糧
に
関
す
る
調
査
研
究

（
五
）
高
所
山
岳
遭
難
の
防
止
に
関
す
る
調
査
研
究

Ⅱ　

一
般
社
会
に
対
す
る
健
全
な
登
山
の
奨
励
と
指
導

　
（
定
款
第
二
章
（
目
的
お
よ
び
事
業
）
第
五
条
第

二
項
）

一　

登
山
講
習
会
の
開
催
と
講
師
の
派
遣

　

健
全
な
登
山
を
奨
励
す
る
た
め
下
記
に
よ
り
登
山

講
習
会
を
行
う
。

（
一
）
無
雪
期
登
山
講
習
会
（
京
都
大
学
山
岳
部
と

共
催
）

　

平
成
二
二
（
二
〇
一
〇
）
年
度
の
無
雪
期
に
、
新

潟
県
妙
高
市
京
都
大
学
笹
ケ
峰
ヒ
ュ
ッ
テ
に
て
、
一

般
登
山
者
に
対
し
て
、
本
会
会
員
を
指
導
者
と
し
て

登
山
技
術
・
遭
難
防
止
・
自
然
愛
護
を
目
的
と
し
た

講
習
会
を
開
催
す
る
。

（
二
）
積
雪
期
登
山
講
習
会
（
京
都
大
学
山
岳
部
と

共
催
）

　

平
成
二
二
（
二
〇
一
〇
）
年
度
の
積
雪
期
に
、
新

潟
県
妙
高
市
京
都
大
学
笹
ケ
峰
ヒ
ュ
ッ
テ
に
お
い

て
、
一
般
登
山
者
に
対
し
、
本
会
会
員
を
指
導
者
と

し
て
積
雪
期
登
山
に
必
要
な
次
の
項
目
に
つ
い
て
講

習
会
を
行
う
。

　
（
イ
）
登
山
に
必
要
な
ス
キ
ー
技
術 

　
（
ロ
）
雪
中
露
営
お
よ
び
幕
営 

　
（
ハ
）
氷
雪
技
術

（
三
）
他
団
体
主
催
講
習
会
へ
の
講
師
の
派
遣

　

文
部
科
学
省
ス
ポ
ー
ツ
・
青
少
年
局
が
主
催
す
る

登
山
技
術
講
習
会
、
日
本
山
岳
会
が
主
催
す
る
海
外

登
山
研
究
会
な
ら
び
に
国
際
山
岳
連
盟
の
高
所
医
学

研
究
会
に
会
員
を
講
師
と
し
て
派
遣
す
る
。

Ⅲ　

�

国
内
外
に
お
け
る
登
山
お
よ
び
探
検
の
企
画
お

よ
び
協
力

　
（
定
款
第
二
章
（
目
的
お
よ
び
事
業
）
第
五
条
第

三
項
）

一　

国
内
山
岳
会
の
海
外
登
山
隊
へ
の
資
料
提
供
と

協
力

　

国
内
の
山
岳
会
が
主
催
す
る
カ
ラ
コ
ラ
ム
、
ネ

パ
ー
ル
・
ヒ
マ
ラ
ヤ
、
ブ
ー
タ
ン
・
ヒ
マ
ラ
ヤ
お
よ

び
チ
ベ
ッ
ト
高
原
地
域
な
ど
へ
の
登
山
隊
お
よ
び
学

術
調
査
隊
に
資
料
を
提
供
し
、十
分
な
協
力
を
行
う
。

二　

中
国
、イ
ン
ド
、ネ
パ
ー
ル
、パ
キ
ス
タ
ン
、ブ
ー

タ
ン
国
内
の
登
山
お
よ
び
学
術
調
査

　

各
国
の
登
山
協
会
、
山
岳
会
、
関
係
諸
団
体
と
連

絡
を
と
り
、
調
査
を
行
う
。

三　

遠
征
基
金
の
運
用
お
よ
び
管
理

　

昭
和
五
〇
（
一
九
七
五
）
年
度
に
、
本
会
に
設
立

さ
れ
た
京
都
大
学
学
士
山
岳
会
遠
征
基
金
を
遠
征
基

金
運
用
規
程
に
基
づ
き
運
用
・
管
理
す
る
。

四　

海
外
登
山
・
探
検
助
成
制
度
の
運
用

　

平
成
一
七
（
二
〇
〇
五
）
年
度
に
設
立
し
た
海
外

登
山
・
探
検
助
成
制
度
を
運
用
し
、
本
会
会
員
が
主

催
す
る
海
外
登
山
・
探
検
に
対
し
て
助
成
金
を
交
付

す
る
。

Ⅳ　

�

山
岳
登
山
に
関
す
る
図
書
お
よ
び
機
関
誌
な
ど

の
刊
行

　
（
定
款
第
二
章
（
目
的
お
よ
び
事
業
）
第
五
条
第

四
項
）

一　

事
業
報
告
な
ら
び
に
事
業
計
画
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Ａ
４
判
一
二
ペ
ー
ジ
の
小
冊
子
を
作
成
し
、
本
会

の
事
業
報
告
な
ら
び
に
事
業
計
画
、
新
入
会
員
な
ど

の
紹
介
を
掲
載
す
る
。
毎
年
一
回
発
行
し
、
配
布
先

は
本
会
会
員
で
あ
る
。

二　

Ａ
Ａ
Ｃ
Ｋ
時
報
の
編
集
と
発
行

　

Ａ
Ａ
Ｃ
Ｋ
時
報
一
四
号
の
編
集
を
行
う
。

三　

ヒ
マ
ラ
ヤ
学
誌

　

ヒ
マ
ラ
ヤ
研
究
会
な
ら
び
に
総
合
地
球
環
境
学
研

究
所
（
高
所
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
）
が
発
行
す
る
「
ヒ
マ

ラ
ヤ
学
誌
」
一
一
号
の
編
集
・
発
行
に
協
力
し
、
同

誌
を
本
会
会
員
に
配
布
す
る
。

四　

A
A
C
K
 N
ew
sletter

　

A
A
C
K
 N
ew
sletter

を
年
四
回
編
集
・
出
版
し
、

全
会
員
に
配
布
し
て
会
員
相
互
の
情
報
交
換
を
図

る
。

五　

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
の
運
営

　

本
会
の
公
式
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
（w

w
w
.aack.or.jp

）

を
運
営
し
、
本
会
の
歴
史
と
活
動
、
会
員
の
動
向
や

山
行
計
画
と
報
告
な
ど
に
つ
い
て
広
く
社
会
に
情
報

公
開
し
、
会
員
お
よ
び
会
員
外
の
情
報
交
換
の
場
と

す
る
。

Ⅴ　

�

目
的
を
同
じ
く
す
る
国
内
お
よ
び
国
外
の
団
体

と
の
連
絡
お
よ
び
情
報
の
交
換

　
（
定
款
第
二
章
（
目
的
お
よ
び
事
業
）
第
五
条
第

五
項
）

一　

パ
キ
ス
タ
ン
の
山
岳
会
と
の
交
流

　

日
本
・
パ
キ
ス
タ
ン
合
同
の
サ
ル
ト
ロ
・
カ
ン
リ

峰
遠
征
隊
の
成
功
を
契
機
と
し
て
続
け
ら
れ
て
い
る

パ
キ
ス
タ
ン
の
山
岳
会
と
の
交
流
を
さ
ら
に
深
め
、

も
っ
て
友
好
関
係
に
あ
る
両
国
登
山
界
の
発
展
に
寄

与
し
、
ひ
い
て
は
日
本
・
パ
キ
ス
タ
ン
両
国
の
親
善

に
貢
献
す
る
。

二　

中
国
の
登
山
協
会
と
の
交
流

　

昭
和
五
五
（
一
九
八
〇
）
年
、
中
国
登
山
協
会
代

表
の
本
会
訪
問
を
契
機
と
し
て
始
ま
り
、
カ
ン
ペ
ン

チ
ン
峰
、
ナ
ム
ナ
ニ
峰
合
同
登
山
隊
以
降
続
け
ら
れ

て
き
た
中
国
の
登
山
協
会
と
の
協
力
を
さ
ら
に
深

め
、
も
っ
て
友
好
関
係
に
あ
る
両
国
登
山
界
の
発
展

に
寄
与
し
、
ひ
い
て
は
日
本
・
中
国
両
国
の
親
善
に

貢
献
す
る
。

三　

日
本
ブ
ー
タ
ン
友
好
協
会
と
の
交
流

　

昭
和
五
六
（
一
九
八
一
）
年
に
設
立
さ
れ
た
日
本

ブ
ー
タ
ン
友
好
協
会
と
の
交
流
を
通
じ
、
両
国
の
友

好
を
深
め
、
両
国
登
山
界
の
発
展
に
寄
与
し
、
ひ
い

て
は
日
本
・
ブ
ー
タ
ン
両
国
の
親
善
に
貢
献
す
る
。

四　

ネ
パ
ー
ル
山
岳
関
係
者
と
の
交
流

　

本
会
設
立
当
時
か
ら
続
け
ら
れ
て
い
る
ネ
パ
ー
ル

山
岳
関
係
者
と
の
交
流
を
深
め
、
も
っ
て
友
好
関
係

に
あ
る
両
国
山
岳
界
の
発
展
に
寄
与
し
、
ひ
い
て
は

日
本
・
ネ
パ
ー
ル
両
国
の
親
善
に
貢
献
す
る
。

五　

そ
の
ほ
か
の
山
岳
会
と
の
交
流

　

ポ
ー
ラ
ン
ド
山
岳
会
、
ヒ
マ
ラ
ヤ
ン
ク
ラ
ブ
、
ド

イ
ツ
山
岳
会
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
山
岳
会
、
英
国
山
岳

会
、
ア
メ
リ
カ
山
岳
会
等
と
の
交
流
を
深
め
、
こ
れ

ら
各
国
登
山
関
係
者
と
の
親
善
に
貢
献
す
る
。

平
井
一
正
氏
に
「
瑞
宝
中
授
賞
」

　

平
成
二
二
年
度
春
の
叙
勲
で
本
会
会
員
の
平
井
一

正
氏
が
、
永
年
の
教
育
研
究
に
功
労
が
あ
っ
た
と
し

て
「
瑞
宝
中
授
賞
」
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は

以
前
の
勲
三
等
に
あ
た
り
ま
す
が
、
勲
章
に
等
級
を

つ
け
る
の
は
お
か
し
い
と
い
う
こ
と
に
な
り
上
記
の

勲
章
と
な
り
ま
し
た
。

　

五
月
一
一
日
、
国
立
劇
場
に
て
文
部
科
学
省
よ
り

伝
達
式
、
そ
の
あ
と
皇
居
に
て
天
皇
の
拝
謁
式
に
臨

ま
れ
ま
し
た
。
同
伴
出
来
る
の
は
配
偶
者
の
み
で
娘

や
内
縁
も
だ
め
だ
と
の
こ
と
で
す
。
永
年
苦
労
を
と

も
に
し
た
奥
様
へ
最
高
の
は
な
む
け
と
い
う
こ
と
で

す
。
こ
の
点
平
井
氏
は
奥
様
の
早
逝
を
悔
恨
さ
れ
て

お
り
ま
し
た
。

　

Ａ
Ａ
Ｃ
Ｋ
会
員
で
は
近
藤
良
夫
、
堀
了
平
、
左
右

田
健
次
、
松
浦
祥
次
郎
、
今
川
好
則
、
藤
平
正
夫
各

氏
が
叙
勲
さ
れ
て
お
ら
れ
ま
す
。
山
口
克
氏
は
死
後

贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。
も
ち
ろ
ん
今
西
、
桑
原
、
梅
棹

氏
は
別
格
で
す
。
以
上
は
編
集
子
の
知
る
と
こ
ろ
の

方
の
み
お
名
前
を
あ
げ
ま
し
た
が
、
も
っ
と
ほ
か
に

も
叙
勲
さ
れ
た
か
た
は
お
ら
れ
る
と
思
い
ま
す
。
遺

漏
や
間
違
い
が
あ
れ
ば
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

事
務
局
報
告

【
理
事
会
決
議
録
】

日
時　

平
成
二
二
年
五
月
一
六
日
（
日
）

　
　
　

午
後
一
時
か
ら
午
後
二
時
五
〇
分

場
所　

京
都
市
左
京
区
吉
田
河
原
町

　
　
　

京
大
会
館
二
一
一
号
室

出
席
理
事　

上
田
豊
、
山
岸
久
雄
、
松
林
公
蔵
、

前
田
司
、
永
田
龍
、
吹
田
啓
一
郎
、
竹
田
晋
也　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

以
上
七
名

委
任
状
に
よ
る
も
の　

前
田
栄
三
、
横
山
宏
太
郎
、

松
沢
哲
郎
、
牛
田
一
成
、
中
川
潔
、
幸
島
司
郎
、

人
見
五
郎
、
高
尾
文
雄
、
小
林
尚
礼　
　

以
上
九
名



15

出
席
監
事　

福
嶌
義
宏
、
伊
藤
宏
範　
　

以
上
二
名

議
事
の
経
過
お
よ
び
結
果

　

会
長
上
田
豊
が
議
長
と
な
り
、「
本
日
の
出
席
者

は
定
款
第
二
一
条
第
一
項
に
示
す
定
足
数
に
達
し
て

い
る
の
で
正
式
に
議
事
に
入
る
」
旨
発
言
が
あ
り
議

事
に
入
っ
た
。

第
一
号
議
案　

平
成
二
一
年
度
事
業
報
告
に
つ
い
て

　

理
事
竹
田
晋
也
に
よ
り
平
成
二
一
年
年
度
事
業
報

告
が
説
明
さ
れ
、
逐
次
審
議
の
結
果
、
満
場
一
致
で

こ
れ
を
承
認
し
た
。

第
二
号
議
案　

平
成
二
一
年
度
収
支
決
算
に
つ
い
て

　

理
事
吹
田
啓
一
郎
に
よ
り
平
成
二
一
年
年
度
収
支

決
算
が
説
明
さ
れ
、
逐
次
審
議
の
結
果
、
満
場
一
致

で
こ
れ
を
承
認
し
た
。

第
三
号
議
案　

新
公
益
法
人
制
度
へ
の
対
応
に
つ
い

て
　

議
長
よ
り
新
公
益
法
人
へ
の
対
応
案
が
説
明
さ

れ
、
逐
次
審
議
の
結
果
、
満
場
一
致
で
こ
れ
を
承
認

し
た
。

第
四
号
議
案　

新
入
会
員
に
つ
い
て

　

議
長
よ
り
左
記
六
名
の
本
会
入
会
申
請
者
の
紹
介

が
あ
り
、
満
場
一
致
で
承
認
し
た
。

　

根
岸　

哲
生
、
田
中　

 

貴
、
岡
部　

岳
人
、

　

藤
竿　

和
彦
、
荻
原　

宏
章
、
森
本　

悠
介

　

議
長
よ
り
「
本
日
の
社
団
法
人
京
都
大
学
学
士
山

岳
会
理
事
会
の
議
事
は
以
上
を
も
っ
て
終
了
し
た
の

で
、
議
事
の
経
過
は
議
事
録
に
ま
と
め
、
そ
の
末
尾

に
議
長
な
ら
び
に
理
事
二
名
の
署
名
捺
印
す
る
こ

と
」
と
し
て
閉
会
を
宣
言
し
た
。

報
告
事
項

一
、
松
林
理
事
よ
り
、
Ｄ
Ｖ
Ｄ
ブ
ッ
ク
「
カ
ラ
コ
ル

ム
／
花
嫁
の
峰
チ
ョ
ゴ
リ
ザ
―
フ
ィ
ー
ル
ド
科
学
の

パ
イ
オ
ニ
ア
た
ち
」
が
京
都
大
学
学
術
出
版
会
か
ら

刊
行
さ
れ
た
こ
と
に
つ
い
て
報
告
が
あ
り
、
監
修
者

梅
棹
忠
夫
、
刊
行
委
員
長
平
井
一
正
を
は
じ
め
と
す

る
多
数
の
会
員
の
協
力
に
関
し
て
謝
辞
が
述
べ
ら
れ

た
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

以
上

【
総
会
決
議
録
】

日
時　

平
成
二
二
年
五
月
一
六
日
（
日
）

　
　
　

午
後
三
時
か
ら
午
後
五
時

場
所　

京
都
市
左
京
区
吉
田
河
原
町

　
　
　

京
大
会
館
二
一
一
号
室

正
会
員
の
総
数　

二
四
六
名

出
席
者
数　
　
　

一
三
五
名

　
（
う
ち
委
任
状
出
席　

一
〇
六
名
）

議
事
の
経
過
お
よ
び
結
果

　

上
記
の
通
り
定
款
所
定
数
の
出
席
が
あ
り
本
会
は

適
法
に
成
立
し
た
の
で
理
事
（
会
長
）
上
田
豊
が
定

款
の
規
定
に
よ
り
議
長
と
な
り
、
下
記
議
案
の
審
議

に
入
っ
た
。

第
一
号
議
案　

平
成
二
一
年
度
事
業
報
告
お
よ
び
収

支
決
算
に
つ
い
て

　

担
当
の
者
よ
り
平
成
二
一
年
年
度
事
業
報
告
お
よ

び
収
支
決
算
に
つ
い
て
報
告
が
あ
り
、
逐
次
審
議
の

結
果
、
満
場
一
致
で
こ
れ
を
承
認
可
決
し
た
。

第
二
号
議
案　

平
成
二
二
年
度
事
業
計
画
お
よ
び
収

支
予
算
に
つ
い
て

　

議
長
は
原
案
に
つ
い
て
担
当
者
に
説
明
を
行
わ

せ
、
こ
れ
を
議
場
に
諮
っ
た
と
こ
ろ
、
満
場
一
致
で

承
認
可
決
し
た
。

第
三
号
議
案　

新
公
益
法
人
制
度
へ
の
対
応
に
つ
い

て

　

議
長
よ
り
新
公
益
法
人
へ
の
対
応
案
が
説
明
さ

れ
、
逐
次
審
議
の
結
果
、
満
場
一
致
で
こ
れ
を
承
認

可
決
し
た
。

第
四
号
議
案　

理
事
の
退
任
に
つ
い
て

　

田
中
昌
二
郎
理
事
よ
り
理
事
の
退
任
願
い
が
出
さ

れ
、
満
場
一
致
で
こ
れ
を
承
認
可
決
し
た
。

　

以
上
を
も
っ
て
議
案
す
べ
て
の
審
議
を
終
了
し
た

の
で
午
後
五
時
議
長
は
閉
会
を
宣
し
解
散
し
た
。
上

記
の
決
議
を
明
確
に
す
る
た
め
議
長
お
よ
び
議
事
録

署
名
人
が
議
事
録
末
尾
に
署
名
押
印
す
る
。

報
告
事
項

一
、
新
入
会
員
に
つ
い
て

　

理
事
会
に
お
い
て
承
認
を
得
た
六
名
の
本
会
入
会

者
が
紹
介
さ
れ
た
。

二
、
梅
里
雪
山
峰
登
山
隊
に
つ
い
て

　

小
林
尚
礼
理
事
の
現
地
訪
問
概
要
が
報
告
さ
れ

た
。
昨
年
度
の
現
地
捜
索
活
動
で
は
、
明
永
村
の
協

力
を
得
て
少
量
の
遺
品
が
回
収
さ
れ
た
。

三
、
会
員
平
井
一
正
よ
り
、
Ｄ
Ｖ
Ｄ
ブ
ッ
ク
「
カ
ラ

コ
ル
ム
／
花
嫁
の
峰
チ
ョ
ゴ
リ
ザ
―
フ
ィ
ー
ル
ド
科

学
の
パ
イ
オ
ニ
ア
た
ち
」（
京
都
大
学
学
術
出
版
会
）

の
刊
行
が
報
告
さ
れ
、
関
係
者
へ
の
謝
意
が
表
明
さ

れ
た
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

以
上

【
事
務
局
か
ら
の
お
知
ら
せ
】

一
般
社
団
法
人
へ
の
移
行

　

新
公
益
法
人
改
革
へ
の
対
応
と
し
て
「
一
般
社
団

法
人
」
へ
の
移
行
と
新
定
款
案
が
総
会
で
承
認
さ
れ

ま
し
た
。
当
初
は
京
都
府
へ
の
申
請
を
想
定
し
て
お

り
ま
し
た
が
、
Ａ
Ａ
Ｃ
Ｋ
は
複
数
の
都
道
府
県
で
事

業
を
お
こ
な
う
た
め
内
閣
府
申
請
が
適
当
で
あ
る
と
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ル
剤
に
な
る
か
乞
う
ご
期
待
で
あ
る
。

　

総
会
の
議
決
で
も
う
ひ
と
つ
。
前
項
の
報
告
の
通

り
入
会
五
〇
年
を
経
た
会
員
の
会
費
免
除
が
廃
止
さ

れ
た
。
会
員
二
四
六
名
（
平
成
二
一
年
度
末
）
の
う

ち
現
在
会
費
免
除
の
会
員
は
六
八
名
、
そ
れ
が
こ
の

免
除
制
度
を
維
持
す
る
な
ら
今
後
の
五
年
間
で
さ
ら

に
五
一
名
増
え
て
総
計
一
一
九
名
と
な
り
、
こ
の
ま

ま
正
会
員
の
入
会
が
少
な
い
と
な
る
と
、
会
を
構
成

す
る
半
分
近
い
会
員
が
会
費
免
除
と
い
う
異
常
な
状

態
と
な
る
。
会
計
か
ら
の
こ
の
現
状
報
告
に
、
免
除

が
対
象
に
な
る
中
老
の
多
数
の
会
員
よ
り
「
免
除
不

要
」
と
い
う
元
気
な
声
が
上
が
り
、満
場
一
致
で
「
会

費
免
除
」
の
制
度
は
廃
止
さ
れ
た
。
会
員
の
年
齢
層

で
一
番
多
数
を
占
め
る
方
々
の
元
気
な
ご
意
見
は
頼

も
し
い
。

　

総
会
で
京
都
大
学
に
寄
贈
さ
れ
た
「
国
際
登
山
探

検
文
献
セ
ン
タ
ー
図
書
」
の
利
用
方
法
に
つ
い
て
質

問
が
で
た
が
、
本
誌
45
号
に
竹
田
晋
也
氏
が
詳
し
く

記
述
し
て
お
ら
れ
る
の
で
参
照
さ
れ
た
し
。

　

次
号
発
行
予
定　

八
月
下
旬
。
原
稿
締
切　

七
月

十
日
（
お
盆
休
み
が
あ
り
ま
す
の
で
、
締
切
日
が
早

く
な
っ
て
お
り
ま
す
）。	

　
　
　
　
（
前
田　

司
）

発
行
日　

二
〇
一
〇
年
五
月
末
日　

発
行
者　

京
都
大
学
学
士
山
岳
会　

会
長　

上
田　

豊

発
行
所　

�

〒
六
〇
六
―
八
五
〇
一�

京
都
市
左
京
区
吉
田
本
町（
総
合
研
究
二
号
館
四
階
）

　
　
　
　

�

京
都
大
学
大
学
院
ア
ジ
ア
・
ア
フ
リ
カ
地
域
研
究

研
究
科　
　
　
　
　
　
　
　
　

竹
田
晋
也　

気
付

編
集
人　

前
田　

司

製　

作　

京
都
市
北
区
小
山
西
花
池
町
一
―
八

　
　
　
　

㈱
土
倉
事
務
所

い
う
指
導
を
受
け
ま
し
た
の
で
、
内
閣
府
へ
の
申
請

手
続
き
を
進
め
る
予
定
で
す
。

会
費
徴
収
運
用
の
変
更

　

こ
れ
ま
で
卒
業
後
五
〇
年
を
経
過
し
た
会
員
の
会

費
を
不
徴
収
と
し
て
ま
い
り
ま
し
た
が
、
今
年
度
か

ら
定
款
に
し
た
が
っ
て
年
会
費
の
請
求
書
を
送
付
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
の
で
、
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。
ま
た
学
部
在
学
生
の
会
員
か
ら

は
入
会
金
五
〇
〇
円
、
年
会
費
五
〇
〇
円
を
徴
収
す

る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

事
務
局
担
当
者
の
交
代

　

平
成
二
二
年
四
月
よ
り
事
務
局
担
当
が
吹
田
啓
一

郎
理
事
か
ら
竹
田
晋
也
に
、
会
計
担
当
が
竹
田
晋
也

か
ら
吹
田
理
事
に
交
代
い
た
し
ま
し
た
。

会
員
異
動

 

  
 

編
集
後
記

　

松
林
公
蔵
副
会
長
の
提
案
の
Ａ
Ａ
Ｃ
Ｋ
学
生
会
員

制
度
が
今
年
度
の
総
会
で
可
決
さ
れ
、
や
れ
や
れ
い

く
ら
か
は
若
返
っ
た
気
が
す
る
。
総
会
の
あ
と
の
懇

親
会
に
は
新
学
生
会
員
の
ヒ
マ
ラ
ヤ
ト
レ
ッ
キ
ン
グ

の
計
画
も
紹
介
さ
れ
、
あ
ち
こ
ち
に
親
子
の
よ
う
な

話
の
輪
が
で
き
た
。
さ
て
こ
れ
が
わ
が
会
の
カ
ン
フ




